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はじめに
沖縄県八重山諸島の竹富島といえば、一般には「古琉球の原風景」が残る島と
いうイメージで（１）、研究やまちづくり実践に携わる人々には「伝統文化」保全と
「観光」が両立する先進事例として、全国に知られている。面積 5.4㎢、人口 365
人（２）の小島ながら、訪問者は新石垣空港開港以来ますます増えて、2014 年の観
光客数は 48 万人を超えている（３）。
竹富町は 2000 年代後半に、この竹富島と波照間島との２島の世界文化遺産登
録を計画しており（４）、その主題は「文化的景観」であった。この計画はその後諸
事情により保留となった観があり、町は現在、2013 年に暫定リスト入りした世
界自然遺産「奄美・琉球」の計画に含まれる候補地（西表島地区）の、登録に向
けての準備で手一杯と思われるが（５）、文化的景観という概念は、八重山諸島の「自
然」の価値を捉えて周知するうえで、本来最も有効と筆者は考えている。
　本稿は、前述の世界文化遺産構想の実現可能性について検討することを目的と
するのではなく、その提案文書を手がかりに、「文化的景観」の観点から竹富島
の文化資産の特色・価値を再考することを試みるものである。本稿でとりあげる
「文化的景観」は、国の文化財保護制度上の「重要文化的景観」に限定せず、広
義の概念としてのそれであり、文化財として法的保護を受けるか否かにかかわら
ず、世界中に遍在するという考え方にもとづく（６）。
　竹富島の文化的景観は、有形物と無形要素の不可分一体性の顕著な見本として
尊いものであるが、その無形要素を、文化財保護法の「無形文化財」の範囲で
竹富島の「文化的景観」を支えるもの
―その無形要素の特色についての考察
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とらえるだけでは十分ではない。無形文化財を生きて存続させているコミュニ
ティー、島民の集団的意思の特色まで「無形要素」に含めてはじめて、島の文化
的景観の固有性を知ることができる。
　この島の有する無形文化財のうち、最も重要なものは種子取祭であろう。この
祭は先行研究が揃って指摘する通り、島のコミュニティー存続に欠かせないもの
であり、島の有形文化財も国立公園に指定された自然環境も、また他の無形文化
資産も、それらの保護・継承にはたらく集団的な意思の「いのち」を更新する源
泉は種子取祭である、といえるほどのかけがえのない位置を占めている。竹富島
の文化的景観の中核をなすのは種子取祭であるといってよい。この祭自体は国の
重要無形民俗文化財に指定され（1977 年）、すでに保護の枠組みの中にあるわけ
だが、この祭とコミュニティーの関係の考察を通じて学べることから、より「現
在」の視点に立った種子取祭の意義、そして有形無形の他の文化資産との有機的
連関性を考察することが、この島の文化的景観の核心を説くことにつながると考
えて論を進める。
（なお本論中に紹介する竹富島の人々の発言で特に注記がないものは、筆者の
2012 年～ 2014 年までの約 10 回の訪問時のヒアリングによるものである。）
１　竹富町の世界文化遺産提案書提出とその後
　2006・07 年度に文化庁が全国に公募したユネスコ世界文化遺産提案に応じて、
沖縄県・竹富町は 2006 年 11 月、「黒潮に育まれた亜熱帯海域の小島『竹富島・
波照間島』の文化的景観」というタイトルで提案書を提出した。この最初の提案
書は文化審議会の審査により、「継続審議（暫定リスト入り見送り）」の評価を受
けており、本稿が資料とするのはその後修正されて 2007 年末に再提出された文
書である（７）。以下に１頁目の「提案のコンセプト」を引用する。
名称：竹富島・波照間島の文化的景観～黒潮に育まれた亜熱帯海域の小島～
文化資産の背景となる歴史・文化の概要
　日本列島から南西に伸びる琉球列島の南西端に位置する八重山諸島では、亜熱帯海洋性
気候の自然環境の中で育まれた島の伝統文化が現在にいきづき、近海を通る黒潮の影響を
受けた文化が色濃く残る地域である。黒潮の流れは（…中略…）我が国に南から様々な文
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化を運ぶ働きをしてきた強い流れである。先史時代より八重山諸島では下田原貝塚に見ら
れる土器文化や貝斧の文化が黒潮によって運ばれてきたものと考えられており、イモやア
ワを主とする農耕文化や絹織物の技術もこの流れに乗って伝播したものと考えられている。
　八重山諸島の中でも竹富島と波照間島は伝統的な集落景観が守り継がれてきた希有な島
である。そこでは珊瑚石灰岩の石垣と常緑の防風林で囲われた木造平屋赤瓦屋根の屋敷が、
隆起珊瑚礁の小島の中央部に密集した集落を構成している。ともに頻繁に襲来する台風や
地震、津波などの自然災害から生活を防御し、亜熱帯の気候風土に適合した結果であり、
海からの強風に備えての家屋や集落を囲む石垣の発達や小規模な分棟型民家の密集する集
落形態は、黒潮流域に連なる島々に共通する特徴である。
　竹富島の集落景観は重要伝統的建造物群保存地区として島民により守られ、波照間島で
も同様の保存措置に向けた調査が始まっている。両島とも集落を取り巻くように農地が広
がり、島の海岸沿いには防風林帯が設けられ、さらに島の外側を取り囲んで広がるラグー
ン（礁湖）は “ イノー ” と呼ばれ、海の畑として人々の生活を支え続けてきた。亜熱帯海
洋性気候に位置する両島では、季節の変化に即した農事歴に沿うように祭事が執り行われ、
農耕と祭事が深く結びついている。この集落生活環境と自然環境が一体となった景観は、
亜熱帯海域の小島における、自然環境と人類のふれあいを典型的に示す文化的景観を構成
するものである。
　竹富島では、集落移動を重ねながら現在に至った集落変遷史をたどれる新里村遺跡や花
城村・久間原村遺跡等の複数の中世集落遺跡が村立ての伝承や、その村立ての祖を祀った
御嶽とともに残されており、調査の結果、集落を囲む石垣や、一つの屋敷に複数の建物を
配置する集落形態等、現集落にもつながる特徴をそなえている事が判明している。波照間
島にも大規模な石積遺構を持つ下田原城跡やマシュク村遺跡等の中世集落遺跡がある。
　両島とも、島の衣食住や人生儀礼にかかわる習俗、農耕・漁労等の生業や染織に代表さ
れる工芸の技、自然崇拝や祖先崇拝、海の彼方への憧憬を映すニライカナイやミロクへの
信仰、神との交流の舞台である御嶽と祭祀・芸能など、民俗文化財や民俗技術が豊かに伝
承されている。竹富島の種子取祭や波照間島のムシャーマは島の祭祀・芸能の集大成であり、
民俗技術に係る文物については喜宝院蒐集館のコレクションに見ることができる。
　竹富島及び波照間島では、祖先崇拝と自然崇拝のアニミズムが結びついた信仰が息づい
ていて、その祈りの場である御嶽や井戸等の聖地が、地域共同体の信仰祭礼行事を伴いな
がら島のいたる所に分布しており、家屋・屋敷・集落・島の山林や海岸など、島全体が総
合的な信仰体系の宇宙を構成している。両島の有形文化遺産は、無形文化遺産の行われる
空間として機能しており、豊かな自然環境とともに、海によって運ばれ育まれてきた文化
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を背景とした有形と無形の生きた文化的伝統を示す極めて価値の高い文化的景観である。
　以上の概要説明のあと、写真・地図を挟んで p ６～９に「資産に含まれる文
化財」のリストがある。竹富島では種別に、まず「建造物・集落景観」として重
伝建地区など。次いで「村の創始に係る遺跡群」（中世の集落遺跡など）・「村の
創始に係る御嶽群」・「村の創始に係る井戸群」・「その他の史跡」（火番盛・蔵元跡）。
最後に「民俗文化財・文化的景観」として喜宝院蒐集館蔵の「竹富島の生活用具」
（登録有形文化財、有形民俗文化財）・「歴史的景観保全地区」と、計 28 の資産候
補があげられている。「歴史的景観保全地区」は国の新文化財である「重要文化
的景観」選定を期したもので、分布図面（p ４）をみると海の礁湖（イノー）ま
で含んだ島全体が範囲となっている（８）。
これらは全て有形の文化財である。この表を見ただけでは、コンセプトに記さ
れた、有形文化遺産が「無形文化遺産の行われる空間として機能」している事情
はよく分からない。無形文化に属すものが構成資産表に載らないのは、世界遺産
条約にもとづくユネスコ世界遺産の方針ゆえに仕方なく、言い換えればユネスコ
世界遺産の限界をよく示す事例であるといえよう。
　この資産候補リストに続いて関係図面・写真が掲載され、写真の中に種子取祭
の奉納芸能・イノーでの蛸捕り漁・布晒しと、無形文化に属す要素がわずかに数
点紹介されている（p17）。
　続いて、前述の構成資産候補は国（・県・町）の文化財に指定されていない物
件も多いため、住民生活との整合性に留意しつつ文化財への指定・選定を進める
ための「包括的な保存管理計画」の記述が p22 ～ 24 にある。
　そして最終の p25 に「世界遺産の登録準備への該当性」の記述があり、①に「顕
著で普遍的な価値」の証明に必要なクライテリアの何を適用するか、説明されて
いる。『世界遺産条約履行のための作業指針』に記された 10 項目のうち、選ばれ
たのはつぎの３つである（９）（太字は筆者）。
ⅲ）現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的伝統又は文明の存在を伝承する
物証として無二の存在（少なくとも希有な存在）である。
ⅴ）あるひとつの文化（又は複数の文化）を特徴づけるような伝統的居住形態若しくは陸上
･ 海上の土地利用形態を代表する顕著な見本である。又は、人類と環境とのふれあいを代
表する顕著な見本である。（特に不可逆的な変化によりその存続が危ぶまれているもの）
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ⅵ）顕著な普遍的価値を有する出来事（行事）、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、あ
るいは文学作品と直接または実質的関連がある（この基準は他の基準とあわせて用いら
れることが望ましい）。
ⅲ）については、先史時代の遺跡や中世以降の集落遺跡群が「琉球王国より古
い黒潮流域文化圏の文化的伝統の存在」の物証となる、としている。
ⅴ）については「亜熱帯の気候風土に適合した伝統的な集落景観」「東アジア
周縁部の黒潮流域の島々に共通する集落形態」が残り、「集落周辺の農用地や海
岸沿いの防風林や周辺珊瑚礁等の土地利用は、亜熱帯海域の黒潮流域の小島にお
ける、太古以来の自然環境と人類のふれあいを典型的に示す文化的景観」である
と述べる。
ⅵ）については「……海の彼方への憧憬や神との交流などのアニミズムの信仰
祭礼行事、生業生産に関わる有形無形の民俗文化財が豊富で、約４千年にわたる
土着の文化的伝統が地域社会のなかで今に生きて継承されており、これら無形の
価値と密接に関連する文化的景観として、顕著で普遍的な価値をもつ」と述べて
いる。
次いで②「真実性の証明」では、両島とも多数の学術研究の蓄積があることを
記す。近年の成果として、「有形無形の文化遺産の総合的な関係がよく読み取れ
る場所として竹富島は国際的な注目を浴びており」、2004 年のユネスコ・イコモ
ス参加の国際会議において「無形および有形の文化遺産に関する沖縄宣言」が採
択されたことには、外国人専門家の竹富訪問による刺激が大であったことをあげ
ている。
結びに③「類似遺産との比較」として、本件は世界遺産リストに今まで類例が
ないと述べ、たとえば国内の白川郷五箇山の合掌集落などは「広域な文化的圏域
や無形の文化的伝統との関連性が示された文化的景観としては評価されていな
い」としている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　この再提案書に対する文化審議会の評価は、残念ながら最初の提案書への評価
とあまり変わらず、暫定リスト入りは結局見送られている。
遡って、2007 年 1 月に公表された最初の提案書の評価結果には、助言にあた
る３つの指摘がみえる。「２島のみに限定して資産を構成する根拠が不明瞭」。「島
嶼を取り巻く海域について独特の文化を育んだ自然的地域として含めることにつ
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いての検討が必要」。「『琉球王国のグスク及び関連遺産群』との関係についても
検討が必要」の 3 点である（10）。
これを受けて、コンセプトの記述でイノーと生活との関連を強調すること、琉
球王朝の影響以前の文化的伝統の物証を PR すること、などの対策が施されたが
(11)、再提案書も、次点を意味するカテゴリーⅡに分類され、「世界史的・国際的
な観点から，有形・無形の生きた文化的伝統を示す亜熱帯海域の島嶼の文化的景
観として，顕著な普遍的価値を持つことの証明が不十分である」という評価にと
どまった（12）。
　新聞報道を見る限り、この計画は提案書の専門的な主題設定等の不足以前に、
地元住民の合意形成の点で大きな欠陥があったことが察せられる。『八重山毎日
新聞』によれば、「町は実質的に 1 カ月足らずの作業で提案書を作成。県との調
整も十分には行えなかった。」「世界遺産登録をめぐる町議会の論議では、与野党
を問わず、異論や慎重論が出ており……」と報道され(13)、2006 年 12 月の竹富町
定例議会で「波照間の嘉良直氏は 14 日の一般質問で『( 島の住民が理解している
か ) 自信が持てない』、『( 波照間が文化遺産登録の提案に盛り込まれたことに ) 驚
いている』などと発言。」とある（14）。地域住民への十分な情報公開と合意形成を
せずに、行政が先走りしてしまうという典型的な例となってしまっている。この
後竹富町は、西表島の自然遺産構想も含めて、関係各島への説明会やフォーラム
の開催などを遅れて企画するようになるが(15)、1990 年代から自発的に世界遺産も
視野に入れていた竹富島はよいとしても（16）、波照間島は関心が低く、島民が一致
して賛成することは今後もきわめて困難であろうということは、その後の筆者の
現地取材でも強く感じられた（17）。当時の波照間島の町会議員が困惑するのも無理
もないところである。
「文化的景観」は多くの場合、住民が現代生活を営む場所が対象となり、最も
大切なのは景観の有形部分を維持する無形の部分（暮らしぶりのバックボーンと
なる集団的な意思、価値観）である。よって、一方の波照間島で住民が消極的で
あるという、この 1 点だけでも、町の世界遺産計画は厳しくいえば失格であり、
時期尚早であった、と言わざるを得ない。
住民の意向を尊重すべきことは、むろん提案書の「保存管理計画」にも記され
てはいるが、コンセプトの練り直しの苦労に加えて、予算面でも困難が発生した。
『八重山毎日新聞』2007 年 11 月 28 日の紙面には「世界遺産登録推進を断念か　
竹富町」と悲観的な見出しがみえ、準備に取り組んできた町世界文化遺産登録推
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進学術検討委員会に対して、「川満栄長町長が『世界遺産への登録は相当険しい
と感じている。現時点では来年度予算化は難しい』と述べ、財政的な裏付けが無
いことから同委員会の存続に慎重な見解を示した。」とある。
　翌 2008 年 3 月 24 日の同紙「県と連携し、条件整備へ　世界文化遺産登録で検
討委」と題する記事は、前日に総括の委員会があったことを伝え、「両島でシン
ポジウムを開き、地域住民の世界文化遺産登録に対する意識の高揚を図るほか、
県と連携し、登録に向けた取り組みの強化などが提言された。同委員会はしばら
くの間休止し、今後は、不足している史跡類の国指定を目指し、取り組みを強化
することにしている。」と報道している。
こうして竹富・波照間 2 島の世界文化遺産計画は、「断念」ではないものの「休
止」となり、現在に至っている。
　筆者がこの件について取材しようと訪れた 2012 年は、すでに町の重点は、政
府の「奄美・琉球」世界自然遺産構想に基づく取り組みに移っていた。世界文化
遺産への取り組みについての取材を申し込んで、案内されたのは自然環境課で
あった。質問に応じてくれた課長補佐（当時）の西里幸晴さんは奇しくも波照間
島出身、以前は教育委員会にいたという経歴を持つ方で、氏からはつぎのような
説明を頂いた。「自然遺産登録に向けての準備ではあるものの、海、島ふくめて
全てが『自然と共生してきた人間の生活の風景』である。波照間や鳩間で住民合
意を得ている「西表石垣国立公園」への追加編入は、尊い生活文化の保全にもつ
ながる。環境省とこの自然環境課だけでなく、教育委、商工観光課とも連携し
て取り組みを進めているのは、おのずと文化面も重視していることを意味する」
（2012 年 8 月にヒアリング）。立場上、「竹富・波照間の文化的景観」計画につい
てコメントはしづらいため、その計画の精神は自然遺産登録をめざした取り組み
に引き継がれている、と間接的に伝えたかったのであろうと察せられる。
　町が 2013 年 3 月に全島にわたる『景観計画』策定に漕ぎつけたことは、世界
遺産登録をめざす取りくみともちろん無縁ではなく、少しずつ前進しようとして
いる成果と評価できる。ただし、各島の住民合意の面では、行政・住民双方で十
分な対話ができているのか、依然として不安がつきまとう。それは例えば、同景
観計画における波照間島についての部分をみると明らかである（18）。波照間島の事
情は稿を改めて考察したいが、行政側は「きちんと説明会をおこなっている。出
席しないのに『知らない』は困る」、島の住民側は「町は少々説明会を開いただけ」
と、意思の疎通に乏しい状況が残念ながら改善されていない模様である。
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　一方の竹富島は、町の「景観計画」策定よりずっと以前から自主的に「景観」
を大切にしてきた島であるから、島民にとっては「竹富町景観計画」の内容に特
に目新しさは無いであろう。
　景観計画審議会の庶務を務めた建設課の課長補佐・東金嶺肇さんは、筆者の
2014 年 3 月の取材で次のように語っている。「各島を訪問し、公民館でワーク
ショップを開いてきたが、景観意識は当然均等ではない。説明会に出席する人は
意識が高いといえるだろう。最初は緩く始動し、周知徹底に努めて意識を高めて
いくようにしたい。ガイドラインを配布中で、届出制のことは少しずつ浸透しつ
つあるかなと思う。」　
　「休止」状態の文化遺産構想は、経過を表面的にみると、波照間の島民の関心
の低さがネックになったかのようにも見える。しかし実際は、波照間島の人々が
「景観」に対して意識が低いとは必ずしもいえない。自分たちの考え方にそぐわ
ないものを勧める町のやり方に、消極的な反応をせざるを得ないという現状と思
われる。波照間なりに、自発的な景観づくりに向かう芽が全くないわけではない。
ただし、時間がかかるだろう。集落の「重要伝統的建造物群」選定に向けたとり
くみを勧める町や有識者は、悠長に待っていては手遅れになるという気持であろ
うが、島民主体のとりくみが生まれない限り、少なくとも「文化的景観」を主題
にした世界文化遺産構想は実現不可能であろう。
　波照間が重伝建へのとりくみに消極的な理由の一つに、竹富島の真似をするこ
とに賛同しない住民が多いということがあげられる(19)。赤瓦平屋の木造民家の町
並みを残し、不便を忍んででも祖先が築き上げてきた文化を守り活かすことが、
経済的にも島を利するという成功の経験を「竹富方式」と呼ぶとすると（20）、竹富
方式を波照間島にも、という勧めは、波照間人のプライドと、私見によれば竹富
島への（誤解をふくむ）先入観のせいで、今のところ受けがよくない。しかし、「竹
富方式」の最も大事な点が、島の針路を自律的に決めて実践してきたことである
とすれば、その道は採りたくない、という波照間の意思に対して、無理に説得し
ようとするのは必ずしも賢明ではないとも思える。将来、竹富とはまた違う、個
性的でかつ伝統を継ぐにふさわしい集落景観を、波照間は自律的に創っていくか
もしれないのである。
　竹富・波照間の２島の「文化的景観」を主題とした世界文化遺産構想は、以上
みてきたように、時期尚早と言わざるを得ない教訓を残した。しかし両島が注目
を浴びたことは、互いの「文化的景観」の特質を改めて考える良い契機になるだ
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ろう。２島は町の世界遺産提案書に記されたような共通点を持ちつつも、対照的
な性格も有しているからであり、竹富島の文化的景観の固有性を考えるうえで波
照間島は良い比較材料になる。波照間からみても竹富の存在は同様の意義をもつ
だろう。
２　種子取祭の教育力　―「竹富人」を創る祭
（１）概要
　竹富島の景観の有形部分を支える「無形」文化のうち、最も尊い宝物は「うつ
ぐみ」―島の「公」に一致協力して奉仕する精神である、ということは、何度か
来島すれば誰もが実感できるところである。そしてその「うつぐみの心」を維持
するために不可欠、と島の人々が口を揃えて言うのが、最大の年中行事「種子取
祭」である。
　筆者は 2012 年から 3 年続けてこの祭を見学し、「種子取祭がなければうつぐみ
の心は滅びる」とまで島民が言う理由を肌身で納得したが、この祭については既
に多くの調査報告がある。島在住または出身の研究者、外部の研究者により、祭
の実施・運営組織・経理面などの克明な記録とともに、民俗学・芸能史的な研究
にとどまらず、コミュニティーや観光との関係等の観点から、優れた研究・報告
が重ねられている。本稿は、格別に新しい発見を提示できるわけでもなく、直近
の種子取祭においても大事な部分が健在であることを報告する程度の意義しか持
たないが、さしあたり先学の知見を例示することにより要点を確認してみる。
竹富島の種子取祭は、播種儀礼として沖縄の島々に分布する同名の祭のなかで
「単なる農耕の予祝儀礼としてではなく、芸能化されるとともに、島の歴史意識
に支えられた村落共同体の祭りとして機能しており」「農耕の予祝儀礼の枠組か
ら抜け出して、村落共同体の歴史を再現し、共同体成員のアイデンティティーを
確認する祭りという性格を有するようになっている」（狩俣恵一氏）（21）。「島人に
とって、種子取祭は、竹富人としてのアイデンティティー保持に必要な、年に一
度の『島人であることを確認する』場である」（秋山裕之氏）（22）。「種子取祭は、
竹富島の人びとがよくいう『うつぐみの心』という、相互協力、助け合いの気持
を確認し、竹富島民としての意識を形成する場である」（森田真也氏） （23）。「生業
もライフスタイルもすっかり変わってしまった現代において、奉納芸の稽古を繰
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り返し、神前で演ずることをとおして彼らが経験しているのは、このように世代
の蓄積としての生活史が刻まれた身体だといえよう」（家中茂氏）（24）。「地域社会
にとって、人々の絆を醸成する祭礼である。すなわち、一致協力する精神『うつ
ぐみの心』を育み、その精神を再確認する祭事として島民に意識されている」（谷
沢明氏）（25）―このように、実地調査をした研究者のあいだで、表現は違えど認識
はほぼ一致している。
日程や内容・運営面等の詳細は、先行研究に繰り返し報告されているのでそれ
らに譲り、学術研究者ではない島民の方がどのように祭を捉え、外部に説いてい
るかを示す資料として、2013 年に記録映像が制作された際に、大山榮一公民館
長がインタビューに答えた内容を引用することをもって、概説に代えたい（【　】
はインタビュアーの質問項目。文中の太字は筆者）（26）。
島
しまんちゅ
人及び島出身者の方々は決められたシクブン（役割）に従い、心を込めて芸能を奉納
します。祭り期間中、皆がいきいきしているのは竹富島の六
ムーヤマ
山・八
ヤーヤマ
山の神々をはじめ先人
先祖への感謝と “ 来年もまた ” という期待があるからです。無事に祭りを終えることができ
たときは感動します。
【趣旨】
種子取祭（タナドゥイ）は全国各地で執り行われている播
はしゅ
種儀礼で、沖縄島ではタントゥ
イ、石垣島ではタニドゥルと呼びます。播種儀礼は稲の豊穣を願うのが一般的ですが、竹
富島では主作物の粟の豊作を祈願するのが大きな特色で、蒔いた種子が一粒千倍万倍に実
るように願います。現在、竹富島には農業で生計を立てている人はいませんが、種子を人
に見立て、島の暮らしや竹富島に関わるすべての人々の心や身体が何事もなく育つ穏やか
な世の中を祈願します。
【歴史】
種子取祭は「祈願」「儀式」「奉納芸能」「ユークイ（世乞い）」の 4 つから成り立っています。
この形式は 1700 ～ 1800 年代にかけて首里王府から派遣された役人によってもたらされた
という説があり、奉納芸能は役人をもてなす余興として 1700 ～ 1800 年代ごろに導入され
たのではないかといわれています。儀式については竹富島に農耕が導入された 1400 ～ 1500
年代ごろから行われていたものと推測されます。
種子取祭における奉納芸能の黄金期は終戦後の数年間です。台湾への出稼ぎや兵役を終
えて帰郷した人々で島の人口が増えたこの時期、玻
は
座
ざ ま
間村の有志がスバル座という劇団を
立ち上げ、伝統的な奉納芸能に沖縄の組踊や寸劇を持ち込みました。その後、竹富島は過
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疎化が進み、多くの島民が島を離れました。スバル座のメンバーも石垣島に居を移しまし
たが、種子取祭には引き続き参加しました。
岐路となったのは昭和 51 年（1976）に東京国立劇場で行われた種子取祭の芸能公演です。
その翌年、種子取祭は沖縄県で 2 番目となる国の重要無形民俗文化財に指定され、奉納芸
能を視覚的に見せる意識と伝統を守る意識が高まりました。現在は島在住者だけでなく、
在石垣島の島出身者や沖縄や東京の郷
きょう
友
ゆうかい
会の方々も奉納芸能に参加 し、祭りを盛り立てて
います。
【日程】
竹富島の種子取祭は期間が長く、数日間にわたって祭りが行われます。種子取祭初日は
干支の甲申の日です。トゥルッキと称されるこの日は祭りの計画手配が行われ、奉納芸能
の舞台に立つ演者だけではなく裏方、受付係、経理係などすべての配役が定められます。2
日目から 4 日目は、祭りの諸準備と奉納芸能の稽古期間です。5 日目は公民館役員や神司（祭
事を執り行う巫女）が揃って玻
ウー
座
リ ャ
間御
オ ン
嶽や世
ユームチ
持御
オ ン
嶽などを回り、「祈願」を行ないます。同
日、男生産人（16 歳から 65 歳までの男性）は朝から奉納芸能の舞台を設営します。この共
同作業は非常に重要視されていて、理由なく欠席した人間には過怠金が科されます。各家
庭では種子播きが行われ、主婦は種子取祭に欠かせない米と粟を蒸した飯
イイ
初
ヤチ
を作ります。6
日目はンガソージといって前日に蒔かれた種子がしっかり土につくように精進する日です。
奉納芸能の稽古総仕上げもこの日に行われます。
旧暦 9 月の庚
かのえ
寅
とら
の日にあたる 7 日目は奉納芸能の初日で、今年は 11 月 20 日・21 日の 2
日間公演され、玻座間村の芸能が奉納されます。奉納芸能に先立ち、早朝から彌
ミルクウクシ
勒興しの
祈願、バルヒルの願い、イバン（九年母）取りの儀式、乾鯛の儀式などが行われます。午
前 9 時 30 分ごろから棒術や太鼓など庭の芸能が行われ、続いて舞台の奉納芸能が夕方 5 時
ごろまで演じられます。
夜には、豊穣を祈願する世
ユーニンガイ
願いの要素を持つ世
ユ ー ク イ
乞いが行われます。この神事は誰でも参
加できます。参加者はイバン（九年母）の葉を入れた白い鉢巻を締め、「道
みちうた
歌」「巻
まき
唄
うた
」な
どを謡いながら神司家や顧問家、各家などを深夜まで訪ね回ります。
8 日目の辛
かの
卯
とう
の日は奉納芸能 2 日目で、仲
なかすじ
筋村の芸能が 1 日目と同じ要領で奉納されます。
9 日目は祭りの後片付けを行う日で舞台の片付けや費用の清算などが行われます。10 日目
はタナドゥイムヌン（種子取祭物忌）を行う日ですが、現在は省略されています。
【最も重要な儀式】
「祭り 5 日目の戊
つちのえね
子の日に執り行われる「祈願」です。沖縄暦で農業に不適な日とされる
戊子の日に祈願を行うところが竹富島の種子取祭の最大特徴です。午前中、神司はそれぞ
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れが所属する六
ムーヤマ
山（＝玻座間御嶽・仲
サージ
筋御
オ ン
嶽・幸
コントゥ
本御
オ ン
嶽・久
クマー
間原
ラ
御
オ ン
嶽・花
ハナック
城御
オ ン
嶽・波
バ イ
里 若
ヤー
御
オ ン
嶽へ行き、火
ピー
の
ヌ
神
カン
と世持神（農耕の神）が祀られている世持御嶽で種子取祭の奉納が執
り行われることをご
ウッカイ
案内します。
【奉納芸能の特色・ポイント】
奉納芸能は大きく狂
キョンギン
言、舞
ブドゥイ
踊、組踊に分かれます。演目によってテードゥンムニ（竹富
方言）、首里言葉（沖縄方言）、ヤマトグチ（共通語）が使い分けられていることから各地
の芸能が取り入れられていることが分かります。ブドゥイは東集落、西集落、仲筋村がそ
れぞれ奉納します。集落ごとに受け継がれてきた伝統の型があり、手足の運びが特徴的です。
古典と創作がありますが、古典の洗練された所作は特に美しく、見ていて飽きることがあ
りません。各集落で大切に保管されてきた衣裳も見ごたえがあります。舞踊は各集落の歴
史を物語り、きらびやかさやしとやかさを表現した伝統の衣裳をまとうことは各村の歴史
や誇りをまとうのに等しいといっても過言ではありません。
組踊はユネスコ無形文化遺産に登録されていて、玻座間村は「伏
ふしやま
山敵
てきうち
討」、仲筋村は
「父
ふ し
子忠
ちゅうしん
臣」を各民俗芸能保存会が奉納します。
奉納芸能は玻座間村と仲筋村が互いに芸を切磋琢磨する競演という形をとっていますが、
芸能の内容に大きな違いはありません。強いて特徴をあげるとすれば、玻座間村の芸能は
新しくきらびやか、仲筋村は伝統的で深みがあります。そういうところを見比べてご覧に
なるのもおすすめです。
【代表的な演目】
狂
キョンギン
言のうち、種子取祭でのみ演じられるのが呪
ジー
狂
キョンギン
言です。玻座間村では 、農具を作る
（鍛
カ ザ ク
冶工狂言）、大地を耕す（組
フンガシャ
頭）、種子を蒔く（世
ユ ー ム チ
持ち）、収穫する（世
ユ ー ヒ キ
曳き）、仲筋村で
はシドウリャニ、天
アマンチ
人、種
タ ニ マ イ
子蒔の順番で奉納されます。舞
ブドゥイ
踊には「格」があり、格が高い
ものはフーブドゥイ（大きな舞踊）と呼ばれます。東集落の「しきた盆」、西集落の「元タ
ラクジ」、仲筋集落の「仲筋ぬヌベマ」は必ず奉納される演目です。
玻座間民俗芸能保存会が担当する「彌
ミルク
勒」という演目は、狂言・舞踊のどちらにもあて
はまりませんが舞台の芸能におけるハイライトで、種子取祭でしか見ることができません。
彌勒の御面は彌
みろく
勒奉
ほうあん
安殿
でん
に納められていて年に一度、奉納芸能のときだけ奉安殿の外へお
出ましになります。
舞台の芸能のトリを飾るのは寸劇です。初日は玻座間村の「曾
そ が
我夜
ようち
討」、2 日目は仲筋村
の「鬼捕り」と演目が決まっています。「鬼捕り」が演じられると「今年のタナドゥイも終
わりだな」と一抹の寂しさを感じます。
【島民にとって種子取祭はどのような存在か】
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「タナドゥイヤ ヌチガフヌ マツリ シマトゥトゥミ ウツグミ マムリオーラ （種子取祭は
命果報の祭り。いつまでも力を合せて守り育てていきましょう）」はテードゥンヒトゥ（竹
富人）の信条です。種子取祭を支えるのは昔も今も「ウツグミ」という協調精神です。「ウ
ツグミヤ テードゥンヌ タカラ シマトゥトゥミ フントゥトゥミ ダイジニシオーラ （ウツグ
ミは竹富島の宝。島のある限り大事にしていきましょう）』もテードゥンヒトゥのモットー
になっています。
　大山榮一さんは昭和 19 年生まれ・東集落の人で、竹富言葉（テードゥンムニ）
での挨拶も流暢な、島の年配者の典型である。公民館長を 3 年間務めることになっ
た同氏が、挨拶で「この祭が大変有難いのは、日頃（島人同士で）意見が対立し、
いがみ合うことがあったとしても、タナドゥイの時だけは忘れて一致協力するの
です。これが “ うつぐみ ” です」と三度とも言ったことが強く記憶に残っている。
「うつぐみの心」と聞くと、表面的には仲が良く美しい人間関係を印象しがちで
あるが、実際は意見の対立や一部不和もあり（27）、また気が合う仲間同士であって
も、活発に熱く議論をする習がある島である（28）。一つの方向に結束するのは生易
しいことではないはずだと気付けば、日頃の対立、諍いを超越して、郷友会の参
加協力も得つつ全島あげて共同作業で執行し、それにより島の人々を「竹富人」
として大切な原点に回帰・止揚させる種子取祭は、家中茂氏が「集団的な営みに
もとづいた、より高次の公益性を志向した不断の実践」 (29)と説くうつぐみ精神の、
またとない維持装置であると納得されるだろう。
「竹富人」としての原点というのは、種子取祭の興奮の頂上と感じられる、奉
納芸能初日の夜の世
ユーク
乞い行事でもっとも象徴的に体感される。世乞いで繰り返し
歌われる歌の一つ「巻歌」は、狩俣恵一氏の詳細な考究により、島立ての祖とさ
れる六
ムーヤマ
山の神々のうち、リーダーになった根
ネー
原
レカンドゥ
金殿の屋敷を、他の神々が訪問し
て一緒に「遊び」をする（＝歌い踊る）という内容の問答歌として、すなわち種
子取祭の由来伝承と結びついて解釈されてきた歌であることが明らかにされてい
る。これを「今」の島人が（ほぼ夜通し）歌い歩くことは、島の始源である六山
の神々の行動の再現に他ならない（30）。その始祖伝承のもとになった歴史の実際を
考えれば、六つの方面から島に渡ってきた種族たちが最初から親しく友好的で
あったわけではなく、対立・抗争があったであろうことは容易に想像できる。根
原金殿という酋長のもとで種子取祭が統一して行われるようになったという伝承
は、諍いをしていてはこの小さな島では生きていけない、という「うつぐみ」の
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原点を語っている。この伝承を知る祭の参加者たちは、自らそれを象徴的に演ず
ることで始祖と同化する高揚感をもつのである。
　種子取祭が「竹富人」を創るという意味について、引き続き具体例をあげて考
察する前に、公民館と島の伝統行事との関係について簡単に確認しておく。沖縄
の自治公民館に関する先行研究によれば、地域によりその活動、事業にさまざま
なタイプがある中で、八重山諸島の竹富町の公民館は祭事を活動の中心としてい
ることに特色があるという。その代表が竹富島であり、「竹富公民館では、何よ
りも祭事の執行が公民館におけるもっとも重要な活動とされ」（31）、それは公民館
執行部がもっとも責任を問われる仕事である（32）と報告されている。島にとって憲
法にも等しい「竹富島憲章」（昭和 61 年）の５つの方針のうち、５『生かす』は
「伝統的祭事行事を、島民の精神的支柱として、民俗芸能、地場産業を生かし、
島の振興を図る。」と具体的に定義される。この条文の通りに、「島民の精神的支
柱」である伝統的祭事行事を滞りなく執り行うことを最重要任務としている組織
が竹富公民館である。島人はその都度割り当てられる責務を否応なしにこなさな
ければ、島で暮らしていけない。そして毎年繰り返される周期伝承の行事の円環
のクライマックスが、種子取祭である。「奉納芸能で天気が悪いと、公民館長の
不徳とされるんですよ」（大山榮一さん談）というのは、竹富公民館にとってい
かに種子取祭が重大かという心理伝承を端的に示しているといえるだろう。
　祭の継承、次世代の育成という観点からは、おのずとこの祭の、移住者や子ど
もへの感化力ということに興味を惹かれる。このことを次節で考察したい。
（２）移住者に受け継がれる「史伝子」
　「史伝子」は、島の町並み保存活動の現在のリーダーであり、外部に対しては
島のスポークスマン的な存在として、研究者の間でもおなじみの上勢頭芳徳さん
が最近よく使われる言葉である（33）。移住者は、島で代々暮らしてきた家で生まれ
育った者が持つ、シマンチュの生物学的な DNA は持っていないとしても、島の
文化の DNA を受け継ぐことにより「竹富人」になれる、という氏の信条に基づ
き、「文化の DNA」を指す言葉として使い始めている、という。喜宝院蒐集館
長を務める氏自身が移住者であり、来島して 40 年にもなる自らの体験による確
信的な手応えがこめられていることがわかる。本土復帰の頃に町並み保存運動の
中心となった養父・亨さんの遺志を継ぎ、長年の尽力が高く評価されて 2010・
11 年度は島外出身者で初めて公民館長を務め、晴れて敬老会入りした芳徳さん
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の足跡は、後輩の移住者たちの一つの模範である。「（ナイチャー移住者ゆえに）
泣くこともしばしばあった」という数々の苦労話は心強い励ましとなっているに
違いない。
　現在、移住者は島の人口の約 3 分の１を占める（34）。この島がシマンチュ／ナイ
チャー ( 内地出身者 ) といった単純な区別意識を持たず、島に尽くす人であれば
出身に拘らず重用するのは、竹富島伝統の集団的なジンブン（知恵）として見逃
せない。むろん、憲章の有名な「（土地を）売らない」という大原則ゆえに、移
住は簡単ではない。島に頻繁に通うか、住み込みで何年か働くなどにより（芳徳
氏は「島になじめるかどうかの試住期間」と表現する（35） 、島への貢献を認めら
れて信頼され、かつ空き家が幸運にある時にようやく永住の可能性が拓ける。つ
まりこの島の移住者は、（原則的には）島民の人物審査に合格し、住む場所が見
つかる運にも恵まれた人であるため、「竹富人の史伝子」を受け継ぐ素地はすで
に持って住み始めるということになる。
　いま竹富島では、平成の世に移住してきた若手が中堅世代として活躍する姿を、
少なからずみることができる。例えば仲筋集落で人気の陶芸のアトリエと店を営
む水野景敬さんは、移住して約 20 年になる方であるが、早くも 2001 年度には「仲
筋主事」という公民館役員を務め、2012 年度に再び「主事」を務めている。主
事は公民館長を補佐する重職で、竹富では若手の移住者を抜擢することも珍しく
ない。水野さんが「とにかく村の人と飲み歩いた。酒をくみかわし、島の行事な
どにも積極的に参加した」（36）というのは、陶芸家に必須の辛抱強く地道に努力を
続ける資質を、島の人とのつきあいにも発揮したのであろうと察せられる。最初
の家族との別れなど辛苦も経験しながら、着実に仲筋で地歩を築いていった氏は、
今や結願祭や種子取祭の狂言の役者、太鼓の担い手としても欠かせない存在であ
る。仲筋は男子の芸能担当者が慢性的に不足しているため、種子取祭の大事な呪
狂言で ｢天人｣ ｢種子蒔｣ など複数の演目に出演する水野さんの姿も、今では当
たり前の風景になっている。上勢頭芳徳さんの次に島外出身で公民館長になるの
は水野さんか、という声もあるという（37）。
NPO たきどぅんに勤める若手の阿佐伊拓さん（西集落）は、同世代のなかで「水
野さんは、都会人とは異なる島の思考法、発想の感覚が身についている」と高く
評価する。なおこの拓さんも、島の将来を背負っていく人材の一人である。氏は
島の名士であった阿佐伊孫良さんのご子息で、東京生れの「竹富 2 世」、8 年前
に島に移り住んで来て、2014 年度には公民館主事を務めている。
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　他に、近年公民館主事を務めた移住者として 2010 年度の三浦彰徳さん（東集
落）、2013 年度の上野寛さん（西集落）の例がある。三浦さんは NPO の職員を経て、
現在は観光業の T 交通に勤める来島約 10 年の方で、「保育園の子たちの目の輝
きをみて、息子をこの島で育てたいと思った」という。氏と親交がある新田初子
さん（民宿新田荘の女将で神司）によれば、三浦さんは「タナドゥイの時をはじ
め、年に 2 回は夫婦で（奥さんは新田荘の元ヘルパー）、10 日くらいずつ遊びに
来るような常連さん」であった。「あるタナドゥイの時に移住の相談をされました。
想像以上に自分の時間がないよと、島で暮らすことの厳しさを伝えて、その覚悟
があるならば―しかも神様があなたがたを招く意思を示されるかどうかだね、と
答えた。幸運にも空き家が発生し、私が頼んで貸してもらえることになりました。
神様が許されたんだね。息子が小学校３年生のとき、公民館主事のやり手が家庭
の事情で誰もいなくて、三浦さんに打診が行ったの。嫁さんは、他にやるべき順
番の人がいるのに何で主人か、と反対したんだけれど、自分が説得した。『島が
困っているときにこそ手を挙げて引き受ければ、みんな有難がって協力してくれ
るよ。条件をつけなさい、タナドゥイの参詣などで、家族以外に親戚も島にいな
い三浦さんをみんなで助けるということを』と。それで夫婦納得して、主事を引
き受けることになったんですね」。―この三浦さんの島での生きざまは、その息
子さんの姿に結晶しているように思える。子どもを良い環境で育てたいという願
いは、今のところ叶って、氏の長男はシマンチュの家に生まれた子に負けない「史
伝子」の芽を伸ばしている（次節で紹介）。
　上野寛さんは仲筋の水野さん同様、来島 20 年以上になる方で、貝を中心とし
た手作りのアクセサリーの店を営んでいる。もともと貝が好きで島に渡り、えび
養殖場での長い勤めを経て独立した。氏の正直な述懐は、竹富の史伝子を宿して
育ってゆくにあたっての伝統祭事の感化力をよく示すものである。10 年以上の
えび養殖場勤務時代は「集落に入っていない」気楽さゆえに、大好きな海を楽し
む「楽園」の暮らしだったという。「種子取でもザータイ（雑用係）しかやらな
いなど、部活動に喩えれば “ 幽霊島民 ” みたいな感じで（笑）、行事との関わり
は薄い時期が長かった」。「結婚して集落に入ってから俄然、大変になった。本音
では祭を休んで店を営業したいと思う時もあったが、狂言など芸能の経験を重ね、
祭の意味がわかってくると、島にとっての祭の大切さも納得できて、面白くなっ
てきた。種子取では、庭の芸能の『棒』からはじまって、舞台で『弥勒』のシー
ザーブドゥイ、『組頭』『世持』などを今までやらせてもらっている。結願祭にも
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今年（2014 年）『御前風』で初めて出た。祭は “ 竹富らしさ ” が一番出る時だと
思う。祭に参加している時が、もっとも自分を“島人”と感じることが出来る時だ。
1 年の 3 分の１は祭の練習に費やされている気がする」。このように語る一方で、
「今でもホームシックになるし、外の流行にアンテナを張ることも大切と考えて、
定期的に東京に帰省する」「集落の人間関係の絆の強さは、良い面もあるが、（濃
すぎて）時に放っておいてほしい、と思うこともある」「半分島人で半分は傍観者」
というように、島への愛着と、欠点を冷静にみる客観的まなざしとをバランスよ
く持ちあわせている。
2013 年の種子取祭は、上野さんの 20 年を越える島暮らしの大きな節目になっ
たことだろう。神司・公民館役員の一行が主事宅を祝福する世乞いと朝の「参詣」
は、主事にとっては接待の準備の大変さを差し引いても、最も晴れがましい瞬間
であるようで、挨拶で「人生最良の日です」と感激の弁を述べた氏の晴れ晴れと
した笑顔は、毎年の祭事への参加により少しずつ「竹富人」として成長してきた、
実りの表情であるように感じられた。
　このように、素質のある若手移住者を抜擢し、種子取祭で段階的に大事な芸能
も担当させていく習とともに、もう一つ島の賢い「ジンブン」として、移住者に
も御
オ ン
嶽の氏子（オンビ）になることを勧めるという方針も見逃せない。島に数多
い御嶽のなかでも「六山」の御嶽は年間の祭事の根幹になる聖地であるが、その
一つ波利若御嶽の神司をつとめる新田初子さんは、移住者も「ぜひともどこかの
オンのオンビーとして新入りしてほしいものです。祭りを支える人が増えてこそ
本当に人口が増加したといえます。オンビーとして『うつぐみ』の輪のなかに入
れてもらうことによって、自分も竹富人としての自覚や誇りが持てるようになる
と思います」と述べている（38）。喜宝院院主の上勢頭同子さんも「男は父方の、女
は母方のオンビになるというのが基本ですが、島外からの人たちもオンビになる
ということで島民と認められるのです。大和人同士で結婚していても、本気で住
民になりたいと思っている人は特訓を受けて祭りの舞台に上がり、自分と波長の
合う御嶽に入っていく、こんなケースが最近少しずつですが増えてきています。
そういった島の生き方に共感する新しい血を入れて、島を出て行った人も帰って
きて、御嶽を中心とした祈りや芸能が末永く息づき、竹富島の伝統文化が守られ
ていくものと確信しています」と語る（39）。六山のオンビの維持は、年間の祭事の
執行を最も重んじる島のコミュニティーの活力を保つうえで死活問題であること
が、『星砂の島』収録の座談会記録をみても伝わってくる（40）。新田初子さんの話
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では、「他の島では、ナイチャー移住者が御嶽の氏子になるのを好まない閉鎖的
なところもあると思うけれど、竹富はそうではない。拝む人が多いと、神様も活
力をもらって元気になるんですよ。豊年祭やナーキヨイ（長月祝い）では石垣の
郷友会の人々を積極的に誘っています。豊年祭の時は船賃を郷友会が負担して、
来やすいよう工夫をしています」という。
筆者は石垣島の白保で、ここ約 10 年間、地域貢献がきわめて大きい移住者の
方に、この御嶽の氏子の話題をふり向けたことがある。その方が言うには「氏子
に誘われたことはあるが、どのようにして入るのかよく分からず、当方から聞き
づらい雰囲気というか、切り出す機会もなくて」、まだ氏子にはなっていないと
いう（2014 年 9 月時点）。白保の「四山」の一つ嘉手苅御嶽の神司を補佐する女
性 N さんの話では「氏子になるのに出身地は関係ない。神様は内地の人も拒ま
ない」ということだったが、原則は竹富と同じであるとしても、白保と竹富島と
ではコミュニティーの性格が異なり、御嶽と日常の暮らしとの距離が竹富のよう
には近くないためかとも思われる。N さんが「白保の人は（神への）信心が足り
ない」と厳しくみる現状とおそらく関係するだろう。白保は石垣島のなかでも神
事芸能が盛んな集落とされるが、その実状と比べると、竹富島ではいまだに御嶽
が日常生活に身近な存在感を持っていることが実感される。言い換えると、年間
数多くの祭事を敬虔に執り行うことが公民館活動の枢要であるため、おのずと全
島民が御嶽と関わる機会を多く持つことになる、ということだろう。
　新田初子さんとともに民宿を営む次男の長史さんは、約７年前に東京から U
ターンしてきた方であるが、「この島は、ニンガイ（願い）で守られているなと
いう実感がある」という。これは前述の阿佐伊拓さんが「“ 宗教 ” とか “ 信仰 ”
という表現にはちょっと違和感がある。“ 習慣 ” というのがふさわしいと思う」
と言うのと符合する部分があるだろう。つまりこの島では年中、御嶽や祭事に関
わって清掃・修繕などの公務・雑用があり、日常が「神」と近いのであるが、日々、
特別な神聖感を抱いて暮らすような意識かといえばそうでもなく、ごくふつうの
生活習慣なのである。
移住者、U ターン組、「２世」いずれも、神とのつきあいが日常当たり前のよ
うにある生活のリズムに慣れていく。これが島の「史伝子」を引き継ぐ基本であ
ろう。そして日常は意識下にある、神に守られて暮らす有難みや神に捧げる芸能
を担当する喜びが、間欠泉のように熱く湧きあがる時が祭のとき―とりわけ、1
年の祭事の円環のなかで、そのハレの時空の極みを迎える種子取祭のときである
　　　　86
Hosei University Repository
に違いない。
島の人は「タナドゥイは、（各人が）シクブン・ジンブンを尽くしてうつぐみ
で行う」と諺のように言う。シクブンは大山榮一さんの解説にもあるように、自
分に与えられた役割の意であるが、公民館活動におけるその時々の責務というこ
とに止まらず、島に尽くすために自分はどの方面に適性があるのか、何が得意な
のか、経験のなかで摑んだ最適の役割ということが、より本質的な意味であると
考えられる。己れの「シクブンを知る」ことが、一人前の竹富人になるうえで欠
かせないのである。上勢頭芳徳さんは「自分は芸能が（いくら練習しても）苦手だっ
たので」、体験を重ねるうちに、町並み保存を一生懸命やることが自分を最も活
かせる道だと悟ったという。若くして主事を経験した移住者たちは、各々のシク
ブンの手応えを摑みつつある途上だろう。種子取祭は、竹富人としての自分のシ
クブンを知るために絶好の修行の機会であり、それはなにも得意な芸能を探すと
いうことに限定されない。ザータイや供物係であっても立派なシクブンである。
そしてジンブン（ズンブン）とは、机上の学習によるのではなく、「体験によっ
てのみ身につけられる知恵」だという（新田初子さん談）。シクブンを知ること
と深い関係があることが分かるが、個々のジンブンの総和である竹富人の伝統的
なジンブンについては、最後の章で考察することにしたい。
（３）子どもの文化継承（その１）
　種子取祭における「初舞台」が、移住者の大人や島の子どもにとって大切な「通
過儀礼」の役割をしていることはよく知られている。先行研究でも、秋山裕之氏
が子どもと祭との関わりという視点から丁寧な調査報告を残している（41）。本節の
結論はその秋山氏の研究とほぼ変わらず、移住者の子の参加の模様の報告も含む
ことが、聊かの補充になるかと思う次第である。
　例えば 2013 年の種子取祭において「初舞台」を経験した 12 人（42）のうち、小中
学生は７人を数える。次の頁の表は 2014 年度奉納芸能において、子ども（未就
学児童から高校生までとする）が出演した演目を示すものである。
なお奉納芸能に先立つ庭の芸能でも、「太鼓」（男子）「ジッチュ」「マミドー」
｢真栄｣（女子）などで小中学生の出演が見られる。またこの年、地
じかた
謡で笛を初め
て務めた仲筋の K 君は小学校５年生で、総務から紹介されて大きな拍手を浴び
ていた。
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1 日目（玻座間） 2 日目（仲筋）
　１ ホンジャー（長者） 　19 うりずんの詩 　１ ホンジャー 　15 鳩間節
●２ 弥勒（ミルク） 　20 伏山敵討 ●２ 弥勒 ●16 仲筋ぬヌベー
　３ スー踊 　21 むりか星 　３ シドゥリャニ ●17 父子忠臣
　４ 鍛冶工 　22 竹富口説 ●４ かぎやで風 　18 扇子舞
●５ 赤馬節 　23 ペーク漫遊記 　５ 揚作田節 ●19 畑屋ぬ願い
　６ 八重山上り口説 　24 しきた盆 　６ 天人 　20 まんのーま節
　７ 組頭 　25 安里屋 　７ たのりゃー 　21 崎山節
　８ ササラ銭太鼓 　26 やいま 　８ 赤またー節 　22 揚古見ぬ浦
　９ 上原ぬ島節 ●27 種子取節 ●９ 種子蒔 　23 長刀
　10 世持 　28 ガイジンナー 　10 蔵ぬぱな節 　24 する掬い・蛸捕り
　11 みやらび 　29 まんのー ●11 竹富節 　25 古見の浦節
●12高那節 　30 まへらつ 　12 盛山ぬドッケマー 　26 かたみ節
　13 元たらくじ ●31 真栄 　13 夜雨節 　27 サングルロ
　14 竹富育ち 　32 谷茶前 　14 仲良田節 ●28 鬼捕り　
●15 世曳き 　33 かたみ節
●16 祝種子取節 　34 組長刀
　17 海晒し 　35 曽我兄弟
　18 久高節
　筆者が初めて奉納芸能を見学した時（2012 年）、瞠目したのは組踊の「父子忠臣」
において、亡君の仇討を果たした臣下に背負われた忘れ形見の若按司役の幼児が
「やー　大
うふぬし
主ゆ　やー山
やまぐしく
城ぬ比
ひゃー
屋　二
た い
人が　働
はたら
ちに　敵
てぃち
ん　討ち済
し
まてぃ　過
し
じ
じ　按
あ
司
じ す
添いん　嬉
うり
しゃ　召
み
しりょーら」（43）という首里言葉の台詞を朗々と発唱
したことであった。郷友会の子で、4 歳であるという。最終の「鬼捕り」狂言に
おいても、もう少し年長の子役がかなりの台詞を喋ることに感嘆させられる。子
どもは意味は分からずとも身体感覚で暗誦してしまうらしい。仲筋の長老・前本
隆一さんは「子どもの時から（両親などの）踊り・狂言の稽古場を見せることが
大事です。“ 洗脳 ” に有効で、台詞も自然と覚える。所作も含めて、大人の練習
をみて『あー間違えた』とまで指摘するようになる」と語る。1995 年の種子取
祭の調査記録である秋山氏のつぎの報告は、子どもの信じがたい記憶力・観察力
を伝えるものだが、島の子の稽古場参観は今も健在である。
狂言の練習に連れてこられていた小学二年生の男子は「曽我の夜討ち」という狂言のセ
表１　２０１４年種子取祭・奉納芸能の演目。　●印は子ども（未就学児童～高校生。郷友会員
を含む）が出演した芸能。２０１４年１１月１５・１６日
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リフと動きをほぼ覚えており、大人が座敷で練習するのに合わせて同じように庭で演じて
いた。「曽我の夜討ち」の主人公は兄弟の二人である。転入生で、種子取祭は今回が初めての、
小学二年の男子は先の男子と仲が良く、一緒に「曽我の夜討ち」の真似をしていた。二役
を演じる小学五年生の男子は毎日大人と一緒に練習していた。大人の役で、四分を越える
長いセリフをテードゥンムニで一気に話す場面があるが、この男子は実際に練習したこと
はないのに大人と同時にすべて話すことができる。（註 22 論文　ｐ 28）
　ところで秋山氏も報告しているが、児童が奉納芸能の舞台にあがるようになっ
たのは、（子役は除いて）そう昔のことではない。前本隆一さんによれば「以前
は学校卒業以上でないと舞台に上がれなかったんですが、ナージは人が少ない
ので、昭和 34 年頃から、在学中でも出演させるようになった。その頃の島のオ
バァ達には『ナージの踊りは幼稚園』と言われたものだ（笑）」という。公民館
の総務として祭の進行を見事にこなす新田長男さんは、「今は人手が足りないの
で、各支会で子どもを指名する。志願させるのではなく、命令です。それを立派
にこなすと人間的にも成長する。強制することが良いことかどうかは分からない
し、全員がそう（＝成長する）とは限りませんが」と話す。練習を見ているうち
に覚えてしまう、というのは西集落の長男さんにも馴染みの光景のようで、「そ
のうち、『あれは違う』とか、二三人集まって品評会みたいに話すようにもなる」
と。この話を聴いたのは 2014 年奉納芸能完了の翌日午前の公民館役員・郷友会
の懇談会の席だったが、長男さんは「今ごろ、学校では祭の話題でもちきりのは
ず。狂言や踊りの真似をして遊んでいますよ」とも語ってくれた。竹富小中学校
は、ふるさと学習として奉納芸能 2 日間は学校を休みにして子どもに参観させて
おり、これが上勢頭芳徳さんのいう「文化の擦り込み」に有効に機能しているこ
とは、夙に知られている。このような工夫をしている学校は八重山の他地域でも
珍しくないはずであるが、種子取祭の場合は、2 日間で芸能約 70 点という群を
抜いた数が、本番のみならず練習に費やされる日々も含めて、子どもと祭との距
離を非常に身近なものにしている。なかでも竹富言葉や首里言葉による台詞をと
もなう「狂言」の数の豊富さが、私見では子ども達のテードゥンムニの継承に、
他地域の方言継承に比べて有利に働いていると考える。（このことは次章で改め
てとりあげたい。）
89　　　　
Hosei University Repository
写真１　　　　　　　　　　　　　　　　　　  写真２
さて、子どもが種子取祭を観る楽しみは、大人の演技だけでなく、同年輩、友
人の出演を見守れることも大きいだろう。写真１は、2014 年の仲筋村の芸能の
なかの人気演目「畑屋の願い」の猿の芸能のシーンで、猿を演じるのは小学 4 年
生の T 君である。この T 君は実にサービス精神旺盛な「役者」ぶりで、客席前
列に学校の友達が勢揃いしている所に行って、即興でサービスをふりまいていた。
この写真でわかるように、沢山の子どもが観客として詰めかけているのは種子取
祭の非常に大切なポイントである。
しかし観客の気楽さと違って、出演するとなれば、特に初舞台の場合大きな緊
張感を伴うことは言うまでもない。前節で移住者として例示した三浦さんの長男
R 君は、2013 年、小学６年生の時に初めて庭の芸能の「太鼓」を経験した。
2014 年 3 月の卒業式で配布された PTA 会報『あゆみ』（44）に収録された R 君の
作文をみると、「ぼくは、竹富の芸能、特に種子取祭が大好きです。今年は、念
願の太鼓を打つことができて……」と、初体験の感激と緊張が記されている。卒
業文集の題材は祭に限定されず自由であり、学校の活動に関する思い出を書く子
どもが標準的な中で、R 君の題名は「種子取祭」である。この年たまたま、もう
一人の小学６年生男子 N 君も「種子取祭をやって」という作文を書いている。N
君は太鼓と舞台芸能「弥勒」の供の鞠持ちを初めて演じた。6 年間の思い出の作
文の題材に、種子取祭の初舞台を選ぶ子どもがいることの意味は大きい。R 君の
作文には「お父さんも種子取祭に出た時は一ヵ月ぐらい毎日練習していました。」
と彰徳さんも登場する。R 君がなぜ「竹富の芸能、特に種子取祭が大好き」になっ
たのか。月並みな言い方であるが、子は親の背中を見て育つという、両親の島で
の生き様の感染であるに違いない。
同様のことは、同じく前節で紹介した上野寛さんの子達からも見てとれる。長
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男の I 君は、2014 年の種子取祭では庭の芸能「太鼓」の先頭に立つとともに、
弥勒の供役でも出演している。次女の N さん（小学６年生）は同じ年、踊りで「デ
ビュー」した（庭の芸能「ジッチュ」・舞台「祝種子取」―写真２）。女子の踊りは、
男子の狂言とはまた異なる上達の難しさ、奥の深さがある。本番 2 日前の稽古で、
N さんは上手く踊れず、西の師匠の上勢頭同子さんから何度かやり直しを指示さ
れる場面があった。同子さんは時に厳しい指導をすることで知られるが、初舞台
の小学生への注意は優しい。しかし自分に悔しかったのか、休憩時間に周囲に励
まされた時に、同じく踊り手としてキャリアが長い母親・由美子さんに抱えられ
て一時泣いてしまった。すぐ近くに居合わせた筆者も思わず慰めたが、女子の初
舞台というのは、このような光景が幾度となく繰り返されてきたのだろう。本番
は、やや緊張した固さが素人の筆者でも感じられたものの、無事踊り終えて、終
了後にたまたま出会った筆者には笑顔を向けてくれた。
　なお母親の由美子さんはもともと踊りが好きで、2014 年は「神司スー踊り」「サ
サラ銭太鼓」「竹富育ち」と様々なタイプの踊りを３点こなしている。父親・寛
さんは呪狂言の「世持」に出ている。こうして移住者・上野家は一家揃って種子
取祭に出演しているわけである。
　もう一例、移住者の子ではないが、2014 年に中学１年生にして初めて舞台に
あがった女子 M さんの例をあげたい。M さんは東集落の長老、松竹昇助・美智
江さん夫婦の孫であり、筆者が民宿松竹荘に宿泊した時に会ったことがある印象
的な子である。島の歴史の勉強などが好きな良い子であるが、かなりの引っ込み
思案で、種子取で初舞台と聞いて大丈夫だろうかと案じられた。しかし「真栄」
という優雅な踊りを、前日練習でも本番でも立派にこなしていた。あとで美智江
さんに聞いたところでは、稽古に姿を現さず心配した日もあったそうだが、本番
は郷友会の観客からも、あの小さな子はとっても可愛いねえと好評だったという。
筆者も参観した小学校の卒業式で、一人一人の挨拶の際に思うように喋れず沈黙
してしまった子が、初めての種子取の舞台では堂々と踊ったのである。ちなみに
祖母・松竹美智江さんはかつて東の踊りの師匠も務めた名手で、島で最も格が高
いとされる「しきた盆」を国立劇場公演（1976 年）でも踊った方である。
　こうしたドラマが、毎年どこかの家庭であるわけであるが、子どもが種子取祭
とともに成長するというのは、何も自らの演技の奉納を通してに限らないようだ。
2014 年 3 月の中学校の卒業生 Y さん（女子）は、前述の『あゆみ』に、「友達か
ら学んだこと」と題した作文でつぎのように書いている。
91　　　　
Hosei University Repository
……昨年の種子取祭は私にとって三回目の出場でした。そこで、初めて先輩という立場
になったのです。なので練習中は、色々と聞かれたりしましたが、自分の意見に自信がな
くて、「他の人に聞いて。」と言っていました。一方同じ先輩の立場の私の同級生は、質問
にちゃんと答え、また自分からアドバイスをしたりしていました。その姿を見て、すごい
なと思うと同時に、自分もそのようになりたいと思いました。それから私は自分の意見を
しっかりと言うよう意識し始めました。すると、その成果が色んな場面で発揮できている
と感じることができたのです。……
　祭における先輩のあるべき姿を友達から見習い、自分の改善に生かしたという。
人間関係のなかで自分を成長させるという機会にもなっていることがわかる。同
学年の U さん（女子）の「竹富中学校での思い出」と題する作文は、「全国生徒
会サミット福島大会」という催しに参加し、被災地の話を聴いて復興支援につい
て島で実践した経験を書き、その影響からか「昨年の種子取祭は一昨年と違い、
島の人に感謝の気持をとても感じました」と記している。被災地における助け合
いの尊さの実感から、自分の育った島にある「うつぐみ」の祭の意義を改めて相
対化して見直すことが出来たのだろうと察せられる。
　このように、種子取祭は島の子どもにとって「通過儀礼」の意味を豊かに持っ
ている。「竹富人」の史伝子を、頭というより身体感覚で染みこませてゆく一齣を、
あと二例ほど示したい。次頁の写真３は、西集落のユークイで必ず寄る神司家（新
田荘）で、座敷歌「稲が種子アヨー」「根下りユンタ」を歌っている時に、集落
の小学生（低学年）も何人か参加し、小冊子「世乞い歌」の歌詞を追いながら歌
おうとしているというシーンである（2014 年）。訪問する家ごとに、道、庭、座
敷において五種類の歌を順にひたすら繰り返してゆく世乞い行事は、シンプルな
がらも独特の高揚感、一体感が得られる。初めて参加した東京郷友会長は「参詣
でも同じ歌ばかりで、初めのうちはきついなあと思ったけれど、歌い重ねていく
うちに好きになってきた。まさしく洗脳される感覚で、歌う夢までみた（笑）。テー
ドゥンの良いしくみだなと思う」と 2014 年の懇談会で感想を述べている。集落
の夜景（視覚）、銅鑼と歌（聴覚）、道行き・庭の巡回・ガーリ・熱気（身体運動
感覚・触覚）、ニンニク・タコや御酒の匂いと味（嗅覚・味覚）と、「五感」融合
の興奮は、子どもの頃から参加すれば、成長してからふるさとの「原風景」にな
ることは間違いない。毎年参加を続ければ、意味は分からずとも、諳んじて歌え
るようになる日も遠くはないだろう。
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　　　　　　　　 写真３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 写真４
写真４は、世持御嶽に参拝し、神司にニンガイを頼んでいる郷友会家族を写し
たものである。縮小しているので分かりづらいが、右端に座った幼女が神司の祈
りの手真似をして拝んでいるのが印象的だった。この子は４歳で、午前中に「弥
勒」の子
ファーマー
孫として舞台にあがった。左隣の男性が祖父で、仲筋出身の大政司さん
である。氏は公民館の記録係を務めており、筆者はそのすぐ後ろで参観していた
ため、撮影の休憩時に、一家の参拝の写真をとってほしいと頼まれた。大さんは
撮影の合い間に、「父子忠臣」で人気の敵役も演じており、孫娘は祖父のその演
技を観たあと「爺っちゃん大好きー」と抱き付いていた。
豊穣の表象として「弥勒」が引き連れるファーマーの数は、その共同体の持続
可能性のバロメーターであるともいえる。郷友会の子も含めて、今や 2 日間とも
大勢のファーマーが舞台にあがる竹富も、平成の初期は少しさびしい眺めだった
らしい。昭和の末に竹富島憲章を制定し、重伝建地区選定を受けて今日の町並み
保存の基盤を整えたものの、すぐにはその効果は表れず、平成３年（1991）の
254 人というのが島の歴代最小人口になっている（45）。その後徐々に回復していく
わけだが、玻座間の狂言を指導する宇根勝末さんは「あの頃のミルクファーマー
は多くても 2 列で、数を心配したものだが、今は 4 列にもなって、多すぎてシー
ザーブドゥイの邪魔になるくらいだ」と、嬉しい悲鳴というべき感想を漏らして
いた（2014 年の郷友会との懇談会にて）。もちろん、島人の様々な方面における
たゆみない努力の賜物である。郷友会の協力を仰ぐ知恵を絞ってきたことも含め
て、全力でこの種子取祭を維持してきたことは、その努力の中でも大きな比率を
占めるだろう。
　現在の竹富小中学校は、低学年がやや人数がさびしいが、その下の保育園は約
20 名と賑やかである。その幼な子たちは、母または両親ともに島外出身という
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ケースも少なくない。新田初子さんや上勢頭同子さんの談話によれば、その保育
園児たちは、大人の芸能である「『御前風』や『サングルロ』を教えると覚えて
しまう」というから驚かされる。種子取祭のような生きた祭がある島に子どもが
増えることは、島の文化継承にとって大きな希望である。
３　テードゥンムニ大会―子どもの文化継承（その２）
　竹富島の文化継承の底力を思い知らされる行事の一つに、小中学生の方言発表
会である「テードゥンムニ大会」がある。方言の社会的な評価は、「撲滅」の風
潮があった一昔前とはすっかり変わり、例えば沖縄県が 2006 年に定めた「しま
くとぅばの日に関する条例」において「しまくとぅばは、本県文化の基層」（第
1 条）と記されるように、現在では地域文化の核になる文化資産と捉えられるよ
うになった。にも拘らず衰退に向かう方言も多く、なかでも沖縄や奄美の方言は、
ユネスコの「消滅の危機に瀕する言語」の調査のなかで 2 番目の「重大な危険」
にランクされる状態であるため、各地の保存・継承の取り組みがニュースで紹介
されることも多くなってきている。筆者はかつて「八重山の小中学生の方言大会
で歴史がある所としては、竹富・白保・川平が代表的」 （46）と聞いて、後年三つを
参観する機会を持った。結論からいえば、竹富と比べては白保や川平が気の毒な
ほど、テードゥンムニ大会の水準は群を抜いて高いものであった。
　本題より先に、白保と川平の方言発表会の模様を紹介する。白保の方言発表会
は「しぃさぶむに大会」の名で 1986 年に始められた歴史を持つが、筆者が見学
した 2012 年は、単独での開催が困難になってきたとのことで、「白保ゆらてぃく
祭（第８回）」という、サンゴ礁文化継承による持続的な地域づくり活動の一環
である行事の一プログラムとして行われた（2012 年 11 月 18 日）。形式は白保集
落の５つの地区（班）ごとのグループ発表で、各班、最初に一人ずつサブムニ（白
保言葉）で自己紹介を行う。自己紹介というのは八重山各地で定型的な、「私は
◯◯家（屋号）の◯◯ ( 親の名 ) の息子 ( 娘 ) で◯◯です」という短い名乗りである。
このあと、皆で歌をうたう。歌の内容は、「桃太郎」「森のくまさん」「サブんちゅ
の宝」（ビギンの「島んちゅの宝」の替え歌）、SMAP の曲、「サブえもん」（ド
ラえもんの替え歌）と、全国的な唱歌やポップスを白保言葉に直したり替え歌に
したりしたものであった。昔は「話」や寸劇もあったというが、今はこれが精一
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杯とのことで、合計 30 分程度と、少し拍子抜けするほどあっさりと終了した。
　白保の或る民宿の女将（昭和 16 年生れ）によれば、「方言は生まれて 10 年たっ
て方言禁止になってから、日常は使われていない。私以下の世代は、聴き取るこ
とはできるが、話すことは難しい。今も日常使っているのはわずかな高齢者だけ
だろう。今は正月二日の年男・年女の祝いの日に方言で自己紹介するくらいかね。
運動会の時にアナウンスで使うこともある」という現状だという。白保に限らず、
実は竹富でも基本的に同じであるが、子どもの PTA 世代は、まず日常会話で方
言を使うことはない（話せない）。子どもの祖父・祖母の世代も、話そうと思え
ば可能だがふだんは共通語で会話することが多い、という環境である。このよう
な言語環境で、まるで外国語のような方言を覚えることがいかに大変かというこ
とは想像に難くない。そのため、メロディがあって覚えやすい歌、それもいきな
り伝統歌謡から入るのではなく、全国的に親しまれている歌の替え歌や、ラジオ
体操（石垣島の新川）などで、親しみを持ちやすいよう工夫しているのである。
　川平の「スゥマムニィ発表会」は 2014 年 9 月 5 日に見学した（47）。形式は白保
と等しく、班ごとの発表だった。８班に分かれて、個人の自己紹介のあと皆で歌
をうたうという、白保でも見られた形が標準的であったが、バラエティーは少し
ゆたかで、「デンサー節」や川平伝来の数え唄のジラバを歌った班、文にして３
文前後の短いスピーチを一人ずつ行なった班、「鶏は龍の恩人」という昔話をし
た班（ただし原稿を見て読み上げる形）、「マジムン（＝妖怪）体操」と称して滑
稽な体操をしながら歌った班など様々だった。途中に青年会による賞品付方言ク
イズも催され、趣向が凝らされていた。ただ、全体的な水準は白保とあまり変わ
らず、かつて地域のニュースとして新聞記事を読んだ時に抱いた期待には、正直
に言って届かなかった。
　スゥマムニィ発表会の始まりが、2008 年の新聞記事に「32 年前から続く恒例
行事」（48）とあるのが誤記ではないとすれば、1977 年初開催で「県内で最も歴史
がある島くとぅば大会といわれている」と沖縄タイムスが記す（49）テードゥンム
ニ大会よりさらに古いことになるが、PTA の方の話では、今のスタイルは、指
導が厳しすぎて一旦途絶えたのを、平成 13 年に復活させたものだという。川平
といえば、石垣島でも特に歴史が古いシマ（＝集落）であり、民俗学的な研究材
料が豊富なことで知られる一方、日本有数のダイビングスポット、島内一の観光
地という顔も持つために移住者も多い。「子どもの母親の半分くらいは内地嫁だ
と思います。川平は、地域で子どもを育ててくれて、自然も伝統文化も豊かな所
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だということで、他地域の移住者からは羨ましがられますよ」と、自身も内地出
身という若い母親は話してくれた。別のシマ育ちの方の話では、こうして移住者
が増えてきた時期、初期のスゥマムニィ大会に出ていた PTA 世代が、伝統の継
承のために方言大会は必要と判断して、行事を再開させたという。ただ、かつて
のようなレベルは望めず、「気軽に、楽しんで行う」方針で続けているとのこと
である。そうでなければ継続に自信が持てないのであろう。子どもが多く賑やか
なのは集落にとって大変良いことではあるが、厳しくいえば「甘い」指導方針は、
最後の老人会長の講評の時の、子どもたちのざわつき、集中して耳を傾ける姿勢
の欠如に表れているようにも見受けられた。
　こうして、子どもの方言発表会の「老舗」とみられている白保も川平も、現状
は決して質が高いとはいえない有り様であった。しかしこのように感じるのはお
そらく、テードゥンムニ大会を見た後だからで、言い換えれば竹富の方言大会の
レベルが突出して高いということであろう。そのような催し自体がないシマに比
べれば、白保や川平は価値ある取り組みを続けているといえよう(50)。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊
テードゥンムニ大会は、2012・13 年と二度見る機会を得た。まちなみ館の舞
台の両脇に「ケーラシ　テードゥンムニユ　守リオーラ　クヌ子
ファーマ
孫ユ　育ティオー
ラ」「ムニバッキッタ　島バッキ　島バッキッタ　親バッキルン」（言葉を忘れれ
ば島を忘れ、島を忘れれば親を忘れてしまう）という幕をかかげて行われるこの
行事は、白保や川平と違って、班単位ではなく基本は「家」単位で発表が行われ
る。一人で発表する児童もいる。グループで歌をうたうのは「前座」の保育園児
と、本編最初の小学校 1 年生くらいで、あとはスピーチである。小学校高学年以
上になると、一人で字数にして 600 字を越えて、3 分間以上堂々と話す子もいる。
グループの場合は寸劇を披露する。白保や川平の方言発表会とは、喩えていえば
高校野球と小学生のリトルリーグくらいの差があるといっても過言ではない。
　―とはいえ、初めて見た第 35 回大会（2012 年 9 月 14 日）は、実は原稿をみ
ながら話す子が多かった。竹富にしてこの状況か、と方言継承の難しさを痛感し
たが、翌 2013 年は見違えるほど改善されて、小学校低学年も含めて、諳んじて
話す子がほとんどだった。前年の不出来に文化部が「喝」を入れて、夏休みに相
当練習させたそうであるが、実は慣れないと、原稿を棒読みすることさえそう簡
単ではないのが「しまくとぅば（島言葉）」である。それを、本気で練習すると、
講評で「今日の発表を聞いて、テードゥンムニの将来は安心だと感じた」と（教
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育的なお世辞も含まれてはいるだろうが）褒められるまで立ち直る復元力は、竹
富島の子どものポテンシャルの高さの証明というほかない。
　そして年配者たちに評価が低かった 2012 年の大会のなかでも目を引いたのは、
移住者の子たちであった。原稿を見ないで頑張った数少ないケースとして光って
いたのである。その代表が、前節でも紹介した三浦さんの長男 R 君で、島に伝
わる昔話を、身振りさえまじえて一人で堂々と話した。上野さんの子達も、星野
リゾートに勤める最近の移住者・属
さっか
さんの二人の娘も同様に健闘していた。
　発表の原稿は、子どもが現代語で作文したものを島の年配者に方言に直しても
らって出来上がる。題材は、夏休みの思い出や、島の昔話・伝説など様々で、大
会が近付くと、特に方言に詳しい名物オジィ・オバァのもとに日参して練習する。
通称まっちゃんおばぁこと古堅節さんの住む旧与那国家などは賑やかになる。ア
クセントや抑揚も覚えるために、オジィ・オバァの発声を録音・再生して練習す
る。三浦家の R 君の場合、「先生」は新田初子さんである。2012 年（小学校５年
生）は「果て無し話」と題して、上勢頭亨さんの『竹富島誌』民話・民俗編 p56
にも載る蛙の遠足の話。2013 年は海の魚たちを擬人化した「竜宮の成人式」。中
学 1 年生となった 2014 年は「アシブヌッスルヌハナシ」という題で、その夏に
汗もが出来て治るまでに難儀した自らの体験談に、島の昔の実話を結び付けた
凝った構成になっており（51）、年々グレードアップしているのがわかる。
写真５は、第 36 回大会（2013 年 9 月 6 日）で小学 3 年生の男女 4 人が演じた
「ムムタロウ」（桃太郎）である。桃太郎役の F 君の父は移住者の隅田賢さん（水
牛車の新田観光勤務）で、この時は後ろで三線を引いてサポートしていた。鬼役
として学校の先生も出演し、さながら種子取祭の鬼捕り狂言のジュニア版であっ
た。種子取祭の狂言で人気の猿役をつとめる T 君もこの四人組の一人で、翌年
は同じメンバーで「花さか爺」を演じている。
　　　　　　　   写真５　　　　　　　　　　　　　　　　           写真６
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写真６は同じ 36 回大会の中学 3 年 6 人娘の創作劇で、自分たちの将来を想定
した「30 年後」という拍手喝采の内容であった。この少女達は全員種子取祭で
舞台を経験済みで、石垣島の高校に進学している。
　なおテードゥンムニ大会では学校の教員一同も劇を演じる。竹富小中学校は、
竹富島が数々の表彰を受けているのと同様に、その校門には今までに受賞した多
くの賞のプレートが飾られ、輝かしい歴史をもつ伝統校である。なかでも 15 年
連続入賞という快挙を成し遂げた「ソニー子ども科学教育プログラム」は、生徒
たちの伝統文化継承に大きく貢献している。「科学」なので名目上は理科の先生
が先頭に立つようではあるが、広く捉えれば、自然と共生してきた島の暮らしぶ
り、「生きる力」の伝統は全て生きた「科学」の教材である。地域の年配者、さ
まざまな道の名人を「講師」とした体験学習は、生きた「科学」の教材である伝
統文化の実習となる。他ではなかなか真似できない教育実践の「論文」が、毎年
高く評価されてきたのである（52）。こうして地域の教育力に助けられている返礼に、
島外から赴任してくる教員達も地域に溶け込もうと努める姿勢が、自分たちも
テードゥンムニを習って披露するという慣例となって表れている。
　上野寛さんの長男 I 君の 2014 年の発表は、さながら移住者の子が「竹富人の
史伝子」を継いで育ててきた履歴書のようである。つぎに一部を引用する（53）。
……高校試
しきん
験ぬ受かるった（受験に合格することができれば）、えんはらや ( 来年から )、
めーてーどぅんしまゆ離りるんゆ（しばらく竹富島を離れることになります）。くりまで
ぬテードゥンムニ大会いんじたるくとぅや（このテードゥンムニ大会に出場するのは）、
ばー保育所ぬとぅきはら（僕が保育所の時から）かずいみってぅ（数えると）とぅふた
くりみゆ（12 回目になります）。ばーうやふたいやてーどぅんひとぅあらなってぃ（僕の
両親は竹富島出身では無いので）、しまむにやどぅし、あんじしゃぬゆ（テードゥンムニ
が得意ではありません）。あいりやどうぅガコいぺーりってはらや、きゅうにんかんや（だ
から特に小学校に入ってからの９年間は）まとぅむにゆかいてぃ（作った日本語の原稿
を）マッチャンおばー同子おばさんぬ（同子おばさんやまっちゃんおばさんに）てーどぅ
んむにいのーしってぃくりゅ（テードゥンムニに訳していただき）テープないり（さら
にそれをカセットテープに録音してもらって）うやとぅまじょん、ひゅうくりんくなし
（父や母と一緒に練習して）てーどぅんむに大会いんじてぃはなしゆしぃらりくったるゆ
（テードゥンムニ大会で発表してこれました）。へいぜーやどぅしてーどぅんむにゆあん
じゃなって、しまむにゆうぶいるくとぅや（日頃あまり使わない竹富島の方言を覚える
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のは）でーじぬっこあばりんあっすんが（大変であったけれど）、へーごさらうむっさた
るゆ（とても楽しかったです）。なまや（今では）おじーおばーぬてーどぅんむにさには
なしゆしぃおーりるぬゆひきてぃ（島のおじーやおばーが、テードゥンムニで話をして
いる時、耳をかたむけて聞いていると）、めーないみん、はーりくったるゆ。（意味が分
かることもたくさんあります。）また、のーんでんがらしぅとぅ（さらに、何かひょうしに）、
どぅぬふちはら ( 自分の口から ) てーどぅんむにぬ、んじくんゆ（テードゥンムニがこぼ
れることもあるのです）。ばんなや（僕は）うやはらまり、きゅうまでぃ 15 にんかん（生
まれてから今日までの 15 年間）、むにゆうぶい（テードゥンムニに限らず）、テードゥン
ぬくるゆ、へーぜーぬくらしはらくぅーくぅとぅならさりたるゆ（この島でしか学ぶこ
とのできないいろいろな事を、島の日常の生活から学びました）。くぬくとぅや（それは）
てーどぅんぬかたがた、ガコぬどぅし、どぅぬうやのうかぎってうむいるゆ（地域の皆
さん、学校の友人、お父さんお母さんのおかげです。）高校ぃはりてぃん（高校に行っても）
西塘精神ゆばっくなーなにぐとぅんがんばるしゅうじんゆ（竹富島の人であることを誇
りにして忘れず、精いっぱい頑張っていきます。）くりはらんどぅでぃんなばぬゆ応援し、
とうらなら（どうかこれからも皆さん応援して下さい）。しかいとぅにがいし、ひしゃり
るんゆ。みーはいゆ（よろしくお願いします。）
　原稿を読み上げるのではなく、諳んじてこれだけの発表ができることに頭が下
がる。I 君は、出来れば沖縄本島の高校に進学し、その先本土の大学に入って、
いつか将来は島に帰ってきたいという。上勢頭芳徳さんのいう「鮭の母川回帰」
が確実に見込める、島の宝物の卵の好例である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　竹富島の児童が、石垣島の白保や川平の児童に比べて、方言発表会で驚異的な
水準を示せるのはなぜであろうか。すでに約 20 年前、前掲の秋山氏の論文で、
島の子どもたちはふだんは「現代っ子」であるさまが報告されている。1995 年
の時点に比べれば、社会の情報化・グローバル化は凄まじい勢いで進行しており、
竹富島の子とてこの外部の波を強く受けている。祭のときも、紋付袴姿の役員の
ポケットにはスマートフォンが（連絡用に）入っている時代である。（1995 年と
いえば、ようやく携帯電話が―しかもまだインターネットも写真機能もない機種
が普及し始めた頃である。）にもかかわらず、子ども達の様子は 20 年前の報告と
基本的に変わっていないと感じられるのは、この島の「景観」の意味を考えるう
えで重要であると思う。
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　方言継承という面で考えると、竹富島が有利な理由の一つは、前節でも触れた
ように他島と比べて圧倒的な数の狂言を保有していることだろう。八重山のひと
つのシマで盛大な祭は年に一度か二度であり、狂言が演じられるのは大抵その時
であるが、種目は１～ 2 点というのが他島の通例である。例えば、芸能が盛んな
シマという定評がある白保では、筆者が調べたかぎりで狂言が演じられる公民館
行事はない。川平では結願祭で２点、波照間島ではムシャーマで１点、西表島で
は祖納の節祭で１点、小浜島は結願祭で数点（54）、といった状況である。八重山で
は竹富島に狂言が集中しており、結願祭で２点、種子取祭では「ホンジャー」や
組踊も含めると、竹富言葉または首里言葉が台詞として発唱される奉納芸能が
14 点にも及ぶ。これらの本番を見るだけでなく、子どもたちは前述のように日
ごろ稽古の期間を通じても島言葉をよく耳にすることになる。稽古は通常２か月
以上に及ぶ。
　比較の例として、（少々気の毒ながら）波照間島のムシャーマを見てみよう。
旧暦七月十四日に行われるこの行事は、島をあげての「総合芸能祭典」（55）であり、
1993 年に国の「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」に選ばれてい
る価値ある伝統行事である。１章でみた町の世文化遺産提案書にも、景観の有形
部分を支える無形文化財として写真が掲載されている。1 日がかりの行事のなか
で、午後の部の二番目に西組の「一番コンギ」が演じられる。筆者はこれを
1998 年、2012 年と二度みているが、観衆があまり多くなく（特に 2012 年はまば
らだった）、種子取祭と決定的に違うのは、児童が参集していないという点であっ
た。波照間が決して狂言を軽視しているわけではないことは、近年、60 年ぶり
に前村の一番コンギを復活させて、波照間中学校生徒が 2013 年の「中文祭」で
披露したこと（56）などでも伺える。小中学校の伝統行事継承につながるとりくみを
評価した論文もある（57）。しかし、その報告論文で山本素世氏も課題として指摘す
る通り、竹富との大きな違いは「組織力」の差により、島をあげての統一した指
導方針が徹底しないところであろう。これは筆者の訪問時も聞いた、５集落から
成る波照間の抱える宿命的な課題である。ムシャーマは公民館行事ではあるもの
の、組織的な役割分担によって執行されるのではなく、集落ごとの個人の担当の
慣行によって芸能が行われる模様である。「組織によって支えられるシステム」
になっていないというのは、厳しく言い換えると、組織が責任を持たないという
ことになる。さらに、2010 年から赴任した島出身の校長により 2011 年度から取
り組みが増えた、と報告されていることにもやや不安を感じる。校長が島外出身
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者に交替した時、前校長の方針が継続される保証はないからである。
　そもそもムシャーマというのは、本来は豊年祭（プーリン）に付いていた芸能
が、盆行事に移されて行われるようになったという、特異な行事である（58）。祖先
祭祀的要素と豊年祭的要素を併せ持ち、民俗学的には大変面白い行事ではあるが、
酷な言い方をすれば、神行事から切り離されてしまった点が、どこか緩い雰囲気
を醸しだす原因だろうと思われる。竹富島の種子取祭では、祭主・公民館長以下
全島民が一年の生活の最重要行事として厳粛に神と向き合い、一致協力して芸能
を奉納する。その凛とした緊張感と連帯感は、ムシャーマには乏しい。むろん、
各芸能は真剣に、心をこめて行われるのであるが、公民館作成の、演目・出演者
を掲載した栞に「奉納芸能」という言葉はない（59）。盆行事なので御嶽での祈願は
なく、したがって神に奉納する芸能という位置付けではないのである。何よりそ
の開放的な空気を物語るのは、ミチサネ（仮装行列）は観光客でも参加できる点
である。もちろん仮称行列は「余興」的性格が強いので許容されるのであり、ミ
チサネの種目が、ミルクとその夫とされるブーブザ以外は栞に掲載されていない
のは、他の芸能と一線を画して考えている証拠である。筆者も、泊まっていた民
宿のオーナーの要請で、（台風の影響で島出身者の帰省の予定が狂い、人手不足
だった事情もあって）、東組のマミドーマに参加した経験をもつ。ミチサネの人
気種目の一つ「南洋土人」などは、常連観光客の多数参加が恒例になっていると
いう。竹富の種子取祭でも、夜のユークイは観光客の参加が可能であるが、昼の
「奉納芸能」に郷友会以外の外来者が参加することは、庭の芸能であっても絶対
に有り得ない。竹富人が竹富の神に捧げる芸能だからである。
　このように、ムシャーマは島が一年でもっとも賑わう「総合芸能祭典」であり、
島出身者も家族で大勢帰省するという点では種子取祭と同じであるものの、運営
組織面の弱さに加えて行事自体の性格から、貴重な狂言が、島じゅうの子ども達
に見守られることなく演じられるという実態になるのであろう。各芸能の配役が
決まり本番を迎えるまでの練習期間も、報告によれば「（旧暦七月七日の）ナン
ガソーリンから始まる」（60）というので、約一週間と短い。むろん配役は、種子取
祭の初日トゥルッキが、配役を正式に公表する（芸能の神と誓約する）行事であ
るのと似て、実際はもっと前から決まっていて、練習も早くから始めるという場
合もあるだろう。それにしても僅か一点の狂言では、島の子どもたちが波照間言
葉に親しむには、限られた効果しか期待できないとしても無理もないことである。
　竹富島で、保持している狂言の数が豊富であり、かつ、子どもに祭を見せる配
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慮が行き届いていることに加えて、もう一つ方言継承に有利な理由は―これが何
より根本であると考えられるが―、なぜ方言を覚えることが大事かという言説に
説得力があるということである。
それは、竹富言葉が神と対話し、神に祈る時に必要不可欠なことばである、と
いうことだ。言い換えると、「神」の存在が、子どもたちに信じられているため
に、そのような言説が説得力をもつといえる。子どもたちが「神」の存在を信じ
ていることは、筆者のゼミ合宿において学生が聴き取りをしている。むろん、こ
の種の話題への反応に年齢差があるのは、秋山氏も報告している通りである。中
学生のなかには、神様どころか「この島がきらい。早く島を出たい。自分のする
ことが小さなことでもすぐに島じゅうに知られてしまうもん」とこぼす子さえい
る。しかし、反抗期の年頃の子は自分の内心を素直に言えない傾向があって、本
心から島を好きでないのかどうかは、表面的な資料だけでは判断できない。愛着
が深いほど、批判的なコメントがつい多くなる場合も往々にしてある。
子どもが「神」の存在を信じるのは、たとえばコンドイ浜で行事として児童が
泳ぐときに神司が祈願してくれるなど、日常生活の一年のサイクルのなかで「神」
が身近に感じられることが多いためであるが、基本はもちろん、大人の日常の言
動に感化されるのである。大人の感化力というのは、たとえば、初めて島を訪ね
た学生達への子ども達の親切な「観光案内」で、「◯◯の食事は美味しくないよ」
とか「△△の水牛車は乗ってはだめ」などという「助言」が、大人の日頃の、島
への貢献度を物指しにした評価をそっくり反映するものだったという挿話からも
うかがえる。大人が「神」の存在を信じていなければ、子どもが素直に「神様は
いるよ」とは答えないはずである。
たとえば大事な祭のときの天候に関する神話的な伝説が、今なお生成している。
竹富ファンの常連観光客の間でもよく知られた話であるが、特に種子取祭のとき
の天気は、筆者も奇跡かと思えるほどの体験を三年連続でしている（61）。自然科学
的にはただの偶然の気象が、島では神への祈りによる神の恵み（終了後の雨は「ゆ
がふ雨」）と受け取られ、大人がそのように感受することを子どもはさらに強い
神秘感をもって受け取る。そして神への祈りは、神司を通じて神に届けられるた
め、子ども達の神司への感謝と尊敬の気持は想像以上に深い。微笑ましいことに
は、小学校低学年の女子のあいだでは、神司が憧れの職業の一つにさえなってい
るのである（2013 年・14 年夏のゼミ学生のヒアリングによる）。
　この島は、ニンガイ（願い）で守られている。その、自分たちを守ってくれる
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神様に祈りや感謝の気持を届けるには、テードゥンムニでなくては効き目がない。
だから島の言葉の学習は非常に大事である。―このような言説を子ども達が素直
に受けとれる環境が保たれていることが、子どもの方言発表会の高い水準の要因
であると考えられる。
４　祭と島の「景観」と
（１）生き延びるジンブンが創った景観
　竹富島の歴史を学ぶと、時代ごとの世の中の変化への対応のしかたに一貫して
変わらぬ特色があることが見えてくる。それは、自分達の島が「雨が一月も降ら
ないと、飢餓線上をさまよい、あすの生命もはかりしれないという天恵乏しい小
つちゃな島」（62）であるという切実な認識に発する。地域社会が、海を隔てて隣接
する大きな島や、沖縄本島、本土など「主島（本土）からの影響関係を抜きには
成立しない」（63）ことをよく知って生命をつないできた。竹富人が国歌のように思
う「しきた盆」は、「島やりどぅ　国やりどぅ　くさゆる」と、竹富島は小さな
島だと歌う（二番）。続いて「大石垣　大元ぬ　真正面に」「しきた盆　まゆき島
てぃ　言やりゆる」（64）―石垣島の前に置かれたお盆のような島だと、島の姿を外
からの客観的な視点で叙景する（三・四番）。これは先祖代々の基本認識そのも
のではないか。得能壽美氏は、すでに中世の八重山諸島には、木材や水が豊富な
西表島や石垣島を中心とした物資交易のネットワークがあり、竹富もこのネット
ワークに入らなければ生存できなかったであろうと推察する（65）。15 世紀には琉
球王府との往来も盛んになってくる中で、竹富島は西塘という偉人を輩出し、彼
が王府から八重山統治の頭に任じられて、一時期八重山の行政庁（蔵元）が島に
置かれることになる。この史実の影響が大きいのか、八重山人の活動を支えた新
型船のはじまりは竹富であるとする起源伝承があるのは（66）、海の向こうの外部と
積極的に交わることが、島で生き延びるための本能的な戦略であったことを象徴
的に示しているだろう。「しきた盆」では、有名な「かいしくさ　うつぐみどぅ
　勝りょーるよ」（十一番）の前に、九・十番でこの伝承、ブサシ浜でのマーラ
ン船の誕生が歌われる。しきた盆の歌詞は一度の成立ではなく増補による新旧の
層があるようだが、造船伝承に続いてうつぐみ精神が説かれるという順番は、何
か暗示的であるように思える。
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　海を隔てた外部との予期の往来・交易だけでなく、異国船など予期せぬ漂流・
漂着がもたらしたものも大きな文化変容の契機となった、という視点からの歴史
の検証は（67）、竹富人気質の形成を考えるうえで示唆に富む。
竹富人の特色を述べる際によく引用される資料として、日露戦争開戦の年、
1904 年 5 月の『琉球新報』のルポルタージュがある。その紹介文には勤勉・活発・
清潔・共同一致・困苦への耐性・諧謔・旅客へのホスピタリティー等が美徳とし
て列挙されている。これらが今も続いていると説明されることが恒例であるが、
本稿が注目したいのは、翌 1905 年 5 月の同紙の記事である。「･･････ 或人曾て
竹富島をして東洋の小英国と評せしことあり。実に適評たり。男女共に機敏にし
て、一般に克く参事に精励する点に至って、県下農民中正しく冠絶する所にして
……」（68）。ここで「機敏」というのは、絶えず外界の動きに敏感に注意を払って
きたことにより形成された集団的な気質と思われる。言い換えれば島の人がよく
いう「進取の気象」につながるだろう。
進取の気象の具体例は、現在の公民館組織に成熟していく近代の自治組織の整
備過程や、祭事の簡素化の改革ほか、『竹富町史第 2 巻 竹富島』を紐解くと枚挙
に暇がない。そして特筆すべきは、「進取の気象とともに伝統的なものをよく伝
えて来ました」 (69)とも説明されることである。進んで新しいものを採り入れシマ
の社会の制度を改革することと「伝統的なもの」を継ぐことが、矛盾せずに両立
して来たということになる。新しい波に呑まれて大きく変わってしまうのではな
く、大事なものを失わない主体的な選択を営々と続けてきたのだ。竹富人は、ぶ
れないのである。「機を見るに敏」で、島の存続のために良いと思うものは新し
く採り入れ、島のアイデンティティーを壊すと判断するものの侵入は防御する。
自力だけでなく外部との交流を上手に活かしながら、イニシアティブは自分たち
が持って、シマづくりをしてきたということである。
森田真也氏は「竹富島には互酬制に根ざした考え方があり、相互取引的に外部
のものをうまく自分たちのなかに受け入れて、使っていくようなうまさがあるよ
うに思える」（70）と述べている。この見方は、氏が注目する、民芸家たちの高い評
価の活用―民芸運動本来の理念とは矛盾するはずの道も、生きるために採り入れ、
織物から得られた経済的利益が観光業を始める元手となったという事例からも首
肯される（71）。
そのように島民性を発揮して暮らしてきた結果である島の景観は、ユネスコが
「文化的景観」という概念について定義で示した第２領域「有機的に進化する景観」
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(72)に、実によくあてはまる。その第 2 領域の二種のタイプのうち、竹富島は①の
「化石化した」景観ではない。②「伝統的な生活様式と密接に結びつき、現代社
会の中で活発な社会的役割を保ち、進化の過程が今なお進行中の継続している景
観」こそ、竹富島の景観である。原文で “organically evolved landscape”“the 
evolutionary process is still in progress” と表されるユネスコのこの考え方は、
「生きて変化してゆく」ことを宿命的な特質とする概念であると理解される（73）。「進
化」と表現するのは、無秩序な変化ではなく、集団的・自律的な意思によって大
事な本質を失わずに、姿を柔軟に少しずつ変えてその土地で生き続けてきたとい
う軌跡の、持続可能性を尊ぶためである。歴史上の一点で形作られた外形の「美」
を評価するのではなく、持続的な「生」を評価する考え方が「文化的景観」であ
る（74）。
竹富人にとって大事なものは、一貫してうつぐみの暮らしぶりである。資源に
乏しい小さな島では、それが最も賢明なサスティナブルな暮らし方だったからで
ある。郷土史に詳しい阿佐伊孫良氏は「戦前から竹富には、『貧しきを憂えず、
等しからざるを憂える』という美風があった」という（75）。大きな貧富の差なく、
幸せを共有して生きていく。本土復帰以降のまちなみ保存という道も、その先祖
代々の生き方に倣ったものであることは言うまでもない。「重要伝統的
4 4 4
建造物群」
に選定された赤瓦平屋民家のまちなみは、過去に実在した姿ではなく、島民の願
望、理念により新たに創造された景観として（76）、今まで文化の真正性、「観光文化」
といったテーマを論じる好例として取り上げられてきた。それは風土に合った
「住」の様式であるわけだが、「住」の有形の器に均質性のあることが「うつぐみ」
の維持に適しているということでもあるだろう。
そして自分達の願望、理念を実現していくために、外部との交流を上手に活用
してきたことも先祖伝来のジンブンであった。民芸運動に代表される文化人達の
高評価と応援を心強い味方とし、以後も町並みゼミ、全国竹富島文化協会と、外
部の有識者の支援を活かして、時代に対応して生き延びられるシマづくりに取り
組んできた(77)。
農業から離れて主として観光業で生計を立てるようになったことも、狭義の観
光ではなくツーリズムの視点から（78）、日々ホストとゲストの交流が生じる生業と
捉えるとどうだろうか。初訪問がわずか３時間程度のマスツーリズム的な日帰り
観光であったとしても、その短い滞在時間でも魅せられてリピーターとなり、や
がて特定の民宿の常連となってエコツーリストと呼ぶにふさわしい竹富ファンに
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なっていくような旅行客は、島にとって好ましい「交流」の対象たり得る。狭義
の「観光」であっても、それが外部との交流を活性化させる入口になり得るとい
う点で、実は先祖伝来のジンブンと矛盾せずに一貫している、という見方も可能
ではないか。大きな社会変容ではあるが、歴史的に長い目で展望すれば、ぶれて
いない。
　様々な変化を経験しつつも大事なものを保っている景観というのは、言い換え
れば一つのテーマのもとに時の重層性が保管されているということであり、竹富
島の景観はその顕著な典型である。「いま」残っている可視のものには沢山の目
に見えない「物語」が付いていて、それらは個々別々ではなく、有機的に纏めて
一つに織り上げることができる。それは島の一貫性のある履歴書であり、竹富人
のアイデンティティーを示し、未来を展望するゆたかな示唆に満ちた無形資産と
なるものである。
（２）可視の景と不可視の景をつなぐ祭典
　この不可視の「物語」はいつでも再生できるが、一年のなかで、島人がその総
体に最も実感的に触れることができる機会が―言い換えれば、自らの身体でそれ
を実演する機会が種子取祭である。島の有形物や臨時に目にみえる「無形文化財」
たる技芸と、目に見えない集合的な記憶とをつなぐかけ橋となる行事である。以
下に幾つか「物語」の視点をあげて具体例をみてみよう。
「農」の祭をなぜ続けるのか
　種子取祭は農耕儀礼を基層に持ちつつも、時代の変化に対応して政治的社会的
に新しい意味・内容を付加して変遷し、現在の姿に膨らんできた行事である。し
かしそのような知識を持たない一般の人が素直に抱く疑問は、「農業をしていな
い島でなぜ農の祭を盛大に行うのか」ということである。筆者は波照間島でその
ような見方の典型に出会っている。筆者に疑問をふりむけたＡさんは、島の将来
を背負う一人になることが確実視される優秀なＵターン組である。エコツーリズ
ムの講習を受け、外の世界もよく知っているはずの中堅世代であるが、「『種子取』
というのに何かね、あの奉納芸能は」という言葉には、（農耕儀礼から遠い）華
美な芸能が中心になっているという先入観が強く感じられた。筆者は（細々とで
はあるが続いている）五日目の粟の種子下ろし儀礼の写真なども見せつつ、「奉
納芸能」の意味を弁護して、Ａさんはようやく多少は納得した様子であったが、
今も農業を生業の基幹とする（79）波照間の人々の、竹富への印象が端的に表れてい
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るように感じられた。波照間はかつては天水田もあったほどで（80）、竹富とは農業
の環境条件が違う。ただでさえ不利な痩せた土壌で行われてきた竹富の農業は、
本土復帰直前に二年続けて被った自然災害により壊滅した。そこで必死で見出し
た活路が「観光」であったわけだが、自分達は農業で食べているというプライド
がある人々からは、サービス業で生計をたてる島はどうも評価が低くなるようで
ある。竹富島自体でも、農業から離れたことに引け目は払拭できていないようだ。
たとえば 2 世の阿佐伊拓さんは、竹富への賞賛に対して、謙遜もあるだろうが「西
表の祖納・干立にはかなわない。あそこは米作りをやって自活しようとしている
から」と筆者に述べたことがある。
　このような素朴な疑問への答えにあたる言説の一つは、先に引いた公民館長の
一般向け解説にもみられる通り、「作物のみのりを人の健康・成長に見立ててい
る」というものである。これは確かに一つ有効な言説であり、そう思う理由は後
述するが、「農」の要素を極めて重視する意義の第一は、自明のことながら尊敬
する祖先の暮らしを忘れず、自ら再演することで島の歴史を肌身で学習するとい
うことである。生業の中心が観光に替わった今だからこそ、過去の歴史を大事に
することにより、なぜ自分達は観光で暮らすようになったのか、なぜ一年の農作
業の過程を演じる一連の呪狂言が格が高く、それを一生懸命演じることを求めら
れるのか、等々自問し、自分なりに答えを見出して、納得して奉仕することにな
る。皆が上勢頭芳徳さんのように雄弁には説明できないとしても、まちなみ保存
の経緯も含めて、自分たちの「今」から種子取祭を見つめて、実生活と結びつけ
てその意義を定位できなければ、芸能の奉納にも、ザータイによる献身的な奉仕
にも魂が入らないはずである。重要無形民俗文化財に指定された行事だから、島
人の義務だから参加するという程度の意識では到底生きた祭にはならない。農と
いうテーマに拘り続けることが、観光の島で暮らす人々の、アイデンティティー
に関する真摯な自問の機会になる。ここに、竹富人のジンブンの賢さがあらわれ
ていると思われる。
アニミズム的感性が紡ぐ物語
「現在、竹富島には農業で生計を立てている人はいませんが、種子を人に見立て、
島の暮らしや竹富島に関わるすべての人々の心や身体が何事もなく育つ穏やかな
世の中を祈願します」という大山榮一さんの言葉は、別に現代的な再解釈ではな
く、人間の生命と他の生物や自然界の万物の生命が通いあうと考える、古来のア
ニミズム的感性に基づくとみられる。
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具体例な証例は数多くある。今はあまり意識されていない６日目の「ンガソー
ジ」は、芽を出した作物の生育をそっと促すため人間も物音を慎む物忌み（ムヌ
ン）であり、島に通うこと約 40 年にもなる写真家・大塚勝久氏の話では、かつ
ては本当に集落内で音を出す稽古はつつしみ、海辺などまで出ておこなっていた
という。またユークイでは、かつては時々、石垣に戻る臨時の船便に乗り遅れて
「野宿」する外来客の姿も見られたというが、屋敷の庭などで寝転んでいる見知
らぬ客を見て、島の人々はさほど迷惑がらずに、その姿を米俵に見立てて、豊
ユ ー
年
の予兆とみて喜ぶという習もあったという（新田初子さん談）。仲筋の異色の芸
能サングルロは穀霊の踊りと考えられ（81）、踊り手たちが小刻みに震える所作は、
いかにも溌溂たる生命力の発現を表象しているようにみえる。
　作物以外に目を向けてみると、例えば笑狂言「スル掬い」には、コンドイのバ
タ（海の畑）で獲るスルという子魚が登場する。野村純一氏は、種子取祭の準備
の季節に到来するスルが、本来は祭に欠かせぬ「神の座の魚」であったと考察す
る。かつてスル漁の時には、子ども達も集めた儀礼的風習があったという聴き取
りから、大群で寄ってきたスルと子ども達とをイメージの上で重ね合わせて豊穣
を予祝したのではないか、と推察している（82）。スルは現在でも種子取祭の「神饌」
に用いられてはいるものの、タコに比べて影が薄くなっている。野村氏が、玉城
憲文氏の話から、タコ以前にスルが大きな存在感を持っていた時代があることに
着目したのは非常に興味深い。実際今でも、仲筋のユークイではスルがとれたと
きはその塩漬けを出すこともあるという（新田初子さん談。仲筋在住の神司・島
仲由美子さんから聞いているという）。「スル掬い」の劇一つだけで、人間と生き
物との生命の連帯にかかわる、豊かな物語を引き出せるのである。
　アニミズム的感性は、人間と無生物との関係の感じ方にも働きかける。祭に用
いる衣装や道具が、各集落の歴史、家々の思い出などに深く関わることは言うま
でもない。大山榮一さんが「舞踊は各集落の歴史を物語り、……伝統の衣裳をま
とうことは各村の歴史や誇りをまとうのに等しいといっても過言ではありませ
ん」と述べる通りである。衣服には、それを纏う人の霊魂（生命力、人格）が籠
るというのは日本古来の霊魂信仰である（83）。ヤマトの古代文学からその具体例を
数多く見出せる古代的心性が、竹富ではティサージやミンサー織の習となって現
存している。種子取祭にまつわる目に見えない「物語」を一例あげてみたい。１
章でみた町の世界文化遺産提案書のなかに、「民俗文化財・文化的景観」の写真
掲載頁があり（ｐ 17）、種子取祭などとともに、生活景として大塚勝久氏撮影の「蛸
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獲り漁」「布晒し」の 2 点の写真が載っている。布晒しの写真は、今はめったに
見られない貴重なものであるが、大塚氏によれば、この布晒しは、種子取祭の衣
装用に新調された芭蕉布で、「（新田）長男さんの奥さんの踊りの衣装用に、2004
年だったと思う、その秋の種子取祭に間に合うようにと行われた布晒しです」と
のことである。種子取祭で目に見えるものから、島の特定の場所での実生活の景
やそれにまつわる家々の思い出の記憶が再生される好例である。そうした手づく
りの衣装をまとって、親や先輩が演じたのと同じ芸能を自らも演じることは、衣
装を通して親や先輩の霊魂が、またその材料である島の植物の霊魂、それを晒し
たニライカナイに通じる海の霊力が、子や後輩に受け継がれることを意味する。
　あらゆるものに霊魂が宿り通いあうとするアニミズム的感性は、「共生」を志
向する環境教育に大いに活かせる。ファンタジーの世界を好む現代の子ども達へ
の活用という発想からも、種子取祭は今後も新しい「物語」を創り得る素材の宝
庫である。
「交流」を活かすジンブンと不可分の物語
　竹富島に限らず、離島の地理的環境、社会環境特有の様相であろうが、種子取
祭で奉納される芸能をみると、外からやってきた者と島人との出会いや、島と外
部との関係を含む物語を「台本」にもつ種目が多いことに気付く。たとえば有名
な安里屋クヤマの話は、島娘のクヤマと島に来た役人との交際の話である。島の
原話で、目
ミサン
差主
シュ
の求婚を拒みもっと上役の予
ユンチュ
人を選んだというクヤマのしたたか
さは、士族の支配を受けながらも祭を主導的に運営してきた島人の、ひいては「大
きな時代のうねりを巧みに利用して、島の発展に結びつけてきた」 （84）近・現代に
もつながる、伝統的ジンブンの発揮者の系譜に位置づけることも出来るのではな
いか。外部の権威を上手に利用しながらも自主独立の立場を保持するという集団
的な知恵である。
　そのようなジンブンは、余裕のある生活から生まれる狡知などではなく、資源
に乏しい小さな島の「極限の環境下で培われた生活の知恵」（85）、必死に生き延び
ようとするぎりぎりの知恵とみるべきである。種子取祭の芸能が語る歴史という
のは、一つ一つが固有の物語をもちながらも、或る共通性が抽き出せるように思
う。「しきた盆」や「竹富育ち」に登場する西塘は言うまでもなく、庭の芸能のジッ
チュは琉球国王に拝謁して表彰されたという農民家族の伝承にもとづき、マサカ
イは西表移住の開拓精神を歌う。いずれも海を越えていくという行為を含んでい
る。海を隔てて離れ離れになった母子を描く哀話「仲筋のヌべマ」は、記憶され
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る祖先の殊勲の裏には数多い苦労もあったことを象徴しているだろう。この舞踊
は実の母・娘が演じることも多く感動的であるが、物資を買う身替りとして新城
島の士族に嫁いだ娘を想う母が「ンブフルに走
は
り登
ぬ
りよ　見らいでしゃ　波ぬ花」
（ンブフルの岡に登って新城島を見ても、みえるのは波頭だけ）と涙にくれる部
分は、竹富人に共通の喜怒哀楽の心象風景を表しているように思われる。「機敏
に」、つねに外部にアンテナを張ってきた竹富人は、ンブフルの岡や火番盛など
小高い岡にのぼって（実用上も）そこから海の向こうを眺めることが多かったは
ずである。小高い岡から海を隔てた石垣島や西表島を見晴らす景は、竹富人にとっ
ては生き延びるための本能的なジンブンと結びついた記憶表象であると考えられ
る。そこから、見送りや出迎えにまつわる各家伝来の多様な物語が喚起されるの
であり、無数のドラマが再生されるのである。
　水戸黄門風の「ペーク漫遊記」には島流しの船出の場面があり、たまたま来島
した首里の役人によって若い恋人同士が救われる。現代劇の「ガイジンナー」に
は本土の新婚観光客が登場し、話の展開に絡む。島人と外からの来訪者との遭遇
によりドラマが生じる。
　このような視点でみると、竹富人が古来、海の向こうとの交流により生きてき
た歴史、行動原理のようなものが芸能の随所に反映されていると読みとることも
出来るだろう。生活圏が島内で完結するのではなく、石西礁湖を中心に広がる八
重山の島々のネットワークに依存して成立していたという生活史の視点でみる
と、一つの島で他島の地名のついた舞踊を演じる理由についても、例えば子ども
達に対して、それに沿った言説を用意することが可能になる。一つの祭のなかに
島固有、八重山の他島、沖縄本島、大和とさまざまな要素が混ざっているのは竹
富の種子取祭に限ったことではなく、芸能特有の流布の節理によるものである。
しかし、なぜ「鳩間節」「古見ぬ浦節」「崎山節」など他島の踊りをやるのかとい
うことを、「竹富は小さな島で自力だけでは生きていけないから、交流を大事に
してきた」と理由づけることも容易だろう。「いま “ 観光 ” で暮らしているのも、
来訪者との良い出会いを求めて島を良くしていくため」という説明につなげ得る
言説にもなる。
来訪神
　来訪者と島人との交流という視点は、祭の構造原理自体にも適用できる。種子
取祭で「種子下ろし」をする種子はどこから来るものか。直接のつながりは意識
されていないが、竹富の古い農事歴に基づく一年の始まりの祭事は旧八月八日の
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世
ユーンカイ
迎えである。すなわち、ニライカナイから神が船に乗せて運んできた五穀の種
子を島の「中嵩」に迎える。世迎えと種子取祭とは、祭事の周期のなかで信仰的
につながっているはずである。世迎えの早朝、ニーラン石の前で神司・公民館役
員が歌うトゥンチャーマが、種子取祭では呪狂言「シドゥリャニ」の最後に歌わ
れる。トゥンチャーマは海の彼方からの来訪神が世
ゆ
果
が ふ
報を島にもたらしてくれる
ことを歌う神謡である。
　祭には、合理的には説明がつかない様々な「来訪神」またはその面影を持つ異
界からの来訪者が登場する。ここであえて、個々の身上の基層にある原形質、プ
ロトタイプのような要素に注目すると、種子取祭で「来訪神」または異界からの
来訪者の性格をもつ存在として、「弥勒」「仲筋ホンジャー」「天人」そして世乞
いの巻歌に登場するアンガマなどがあげられる。
　彼方からの来訪神という表象は、これも竹富に限ったことではなく沖縄、大和
に広く分布する、日本人の普遍的な「信仰景観」の原風景というべきものである。
しかし竹富人はこれを自分たちの伝統的な気質、現在の生活・生業にもリアルに
結びつけて語ることができる。暗示深いのは、竹富人の、外部との交流における
取捨選択の上手さ、呑み込まれないで主導権を保つ知恵と、異郷信仰の特色との
あいだに、以下のような共通性を見出せることだ。
上勢頭芳徳さんは、島にしのび寄る私利私欲目当ての開発業者について、実に
含蓄のある表現をしている。「八重山には仮面神の祭りがたくさんあります。海
のかなた、ニライカナイからの神を迎える儀式もあります。やってくるのは良い
神様だけではりません。災いも最初は、にこやかな仮面を被ってやってきます」
（86）。―やってくるのは良い神だけではない、というのは実際の民俗に基づく絶妙
な譬えである。すなわち、ニライカナイからは厄災もやってくると考えてきたの
である。かつて行われていたムヌン（物忌み）という虫送りの祭事では、害虫を
集めてクワズイモの葉で包んだものを芭蕉の葉柄でつくった小舟に積み、神司が
「パイノーラヌ島、ニーラスクの国に行って虫たちは生活せよ」と唱えて海に流
すということを年四回おこなっていた（87）。この虫送りもアブシバレー（畦払い）
などの名で各地に分布する行事であるが、要するに「ニライカナイは、『生と死、
豊作と凶作、幸福と不幸、善と悪』など、あらゆるものの源泉であると考えられ
ていた」のであり（88）、小さな離島に生きる人々が実生活の経験から形成した世界
観・生命観としてきわめてリアリティーのある信仰である。ニライカナイから訪
れるものの明暗両面は、池ノ上真一氏が註 63 研究書で述べる、竹富島が直面す
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る「ツーリズムインパクト」に通じる。竹富人のジンブンは、外からの厄介なイ
ンパクトとも戦いながら、外部との交渉のなかで自分たちに益するものを選び
とってきたのである。このように振り返ってみると、来訪神の存在が祭の成立に
欠かせないという構造は、まさに竹富人の代々の歩みの表象そのものである、と
も見ることができる。
＊
　「景観」とは、可視の有形物の眺めにとどまらず、心に結ばれる像であると認
識すべきことは、各自治体の景観計画でもはや定説といってよく、最近できあがっ
た竹富町の景観計画でも、つぎのように定義されている。
「景」は眺める対象を表し、「観」はそれを眺める主体である人の感じ方や価値観を表す。
景観は、自然や集落の姿だけでなく、地域の歴史や文化、風俗等私たち暮らしに関わるす
べてのものから構成される。目に見えるものだけでなく風の音や三線の音、地域の言葉、
潮の香りなどを五感をもって感じとれるもの、その地域で生活してきた人々の心の中の風
景（心象風景または原風景）を含む。 （89）
　竹富島の「景観」は、その全てが種子取祭によって生き生きとした命をもつ。
言い換えると、島の「景観」を集約して竹富人の心に「原風景」として植え付け
る、定期的な再生装置が種子取祭である。その原風景は現在の人々の暮らしの「規
範」の役割をする。このような祭が、国内で他にあろうか。コミュニティーの団
結、絆を深めるのに機能している伝統行事は多いとしても、それが人々の明確な
アイデンティティー形成のテキストになるような祭は希有であると予想される。
ある物語が、共同体の「今」の生活の起源・由来を語り、人々がそれを信じ尊び、
生活の範型とする場合、それを「神話」という（90）。種子取祭に付いている目に見
えない物語は、竹富人の「規範」となっている。種子取祭は 21 世紀の今なお生
きている「神話」の実演の劇場なのである。これに集約される竹富島の「景観」
とは、小さな島でうつぐみの暮らしぶりを守って生き続けるために、外との交流
を活路としてきたジンブンが創り上げた、持続性ゆたかな有形・無形の収穫の集
積である。
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５　結びにかえて
　本稿では、「竹富人」のアイデンティティーを形成する場とされる種子取祭が、
直近でも健在であることを、移住者や子どもの文化継承の例をあげながら確認し
た。そしてこの祭は、外との交流を活かすことを小さな島で生き延びる戦略とし
てきた伝統的なジンブン（知恵）に沿った、島の数多くの原風景の再生装置であ
ることを考察した。「景観」を持続可能性の観点から評価する「文化的景観」の
概念からみたとき、このように「生き続けること」を主題とし、今も「神話」の
持つ規範性を有する祭事が、有形物の保存継承の住民意思と密接に関わっている
という事例は、国内でも稀有の価値をもつと判断される。
　2000 年代に正式に計画され、保留状態になっている世界文化遺産を将来めざ
すかどうかは、もちろん島人次第であるが、筆者は少なくとも上記の意味で、国
の「重要文化的景観」に選定される資格は十分にあると考える。今までに選定さ
れた「重要文化的景観」は、2006 年の近江八幡の水郷を最初に、2014 年秋まで
で 44 か所を数えるが（91）、私見では偏りがあるように思う。8 項目示されている
選定基準に、竹富島の文化的景観の個性に光を当てるのに最適な基準は見当たら
ない。その８つは次の通りである。
一 
（1）水田・畑地などの農耕に関する景観地
（2）茅野・牧野などの採草・放牧に関する景観地
（3）用材林・防災林などの森林の利用に関する景観地
（4）養殖いかだ・海苔ひびなどの漁ろうに関する景観地
（5）ため池・水路・港などの水の利用に関する景観地
（6）鉱山・採石場・工場群などの採掘・製造に関する景観地
（7）道・広場などの流通・往来に関する景観地
（8）垣根・屋敷林などの居住に関する景観地
二 　前項各号に掲げるものが複合した景観地
町の世界文化遺産提案書で選ばれたユネスコの３つのクライテリアのほうがよ
り包括的で柔軟性があり、種子取祭を中心にすると特にⅵ）「顕著な普遍的価値
を有する出来事（行事）、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、あるいは文学
作品と直接または実質的関連がある」、別章で第３領域として「自然的要素の強
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力な、宗教的・芸術的又は文化的な関連性によって定義される景観」 （92）と記され
る類型が、竹富島にはふさわしい。文化庁がユネスコに倣って、文化的景観を新
文化財として採り入れるために行なった予備調査の報告書（93）にも、この第３領域
に対応するカテゴリーが設けられてはいる。ところが、１次調査・２次調査……
と進むうちにそれが細分化されて、対象を部分的に限定した基準となってしまっ
た観がある。上記の 8 項目には「生きた伝統、思想、信仰」との関連に特化した
基準が見当たらない。今まで選定された場所のなかで、「宮津天橋立の文化的景観」
（2014 年 3 月）は，「行政・信仰・観光の中心として発展してきた当地の歴史的
重層性を示す土地利用の在り方と，宮津湾西岸及び阿蘇海北岸で営まれる農業・
漁業による土地利用の在り方とが複合した文化的景観である。」と説明され、基
準一の (4)(7)(8) と二（複合景観）が適用されている。仮に竹富島について、強い
て 8 項目から選ぶとすれば (7)「流通・往来」(8)「居住」あたりになるだろう。
しかし、世界遺産提案書に「島全体が総合的な信仰体系の宇宙」と説明され、そ
の有形と無形の結節点となる祭事（種子取祭）が、今なお生活の「規範」として
島人のアイデンティティーを形成するという固有性は、到底十分には拾えない。
現行の「重要文化的景観」の選定基準は、現在も農林水産業（一部鉱工業）を主
たる生業としている地域に偏り、流通・往来の視点で「観光業」に関連する生業・
生活の要素も含むとはいうものの、歴史的過去や「史跡」尊重の視点に重きを置
いた評価基準になっているように思える。
もっとも、文化財としての「文化的景観」は、既存の文化財の枠にあてはまら
ない生活・生業の景で、保護の対策を講じなければ存続が危ういものを救うため
に設けられた保護制度である。したがって、すでに保護が行き届いており緊急性
が薄いところは、優先順位が低いと理解してもよい。竹富島は、集落は「重伝建」
地区に選定され、住民が自主的に守っている。種子取祭は「重要無形民俗文化財」、
島全体も「西表石垣国立公園」として保護の網の中にある。仮に「歴史的景観保
存地区」が「需要文化的景観」に格上げされたとしても、助成面で今までよりも
大きなメリットが加わるわけではない。
しかし島の「景観」の稀有な個性を再認識するための新たな栄誉として、重要
文化的景観への選定は意味があると考える。すでに下地は十分で、住民の合意形
成面でも問題ないはずであるから、文化庁が選定基準について既存の 8 項目に囚
われずに柔軟に新基準を設ければ良いだけである。その新基準は、無形要素が有
形を大きく支え、その有形・無形渾然一体の「宇宙」の意味が、現在および将来
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に亘って住民生活の規範となり、アイデンティティーを形成する景観、といった
ことになるだろう。具体的には、前述の繰り返しになるが、小さな島でうつぐみ
の暮らしぶりを守って生き続けるために、外との交流を活路としてきたジンブン
が創り上げてきた、将来に亘っても暮らしぶりの規範となるであろう持続性ゆた
かな景観―これが竹富島の文化的景観であると考える。
　なお、竹富島に限らず八重山に偏在する「文化的景観」を守り活かす「観光」
のあり方として、日本型のエコツーリズムの観点からどのような実践が有効なの
か、他島の事例も含めて、稿を改めて考察したい。
付記　
竹富島でヒアリングに協力下さった多くの島民の方々、とりわけ新田初子さん、上勢頭
芳徳さん、そしてゼミ合宿の企画にあたっても窓口になって下さった新田長史さん、阿佐
伊拓さんに厚く御礼申し上げる。また、特に種子取祭の訪問時に、ご多忙にも拘らず時間
を割いて親切にご案内下さった写真家・大塚勝久さんにも心より感謝の意を表したい。
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註(1) 例として、八重山の優良出版社である南山舎の『やえやま GUIDEBOOK』2012 年版に
は「竹富島の魅力は、沖縄の原風景がそのまま残る町並みそのもの。赤瓦屋根の家々、
白砂の道、南国の花々、屋根の上のシーサー・・・。」と紹介され、島の NPO たきどぅ
ん編集による『竹富島文庫Ⅰ 種子取祭』にも「竹富島の集落は、古琉球の風景を想わせる。
白砂の道に、黒い石垣と赤瓦の民家。その景観を礎にして、琉球のさまざまな伝統文化
が伝承されてきた。」とある。
(2) 2014 年 10 月 31 日現在。喜宝院蒐集館の上勢頭芳徳館長作成「竹富島の概況」による。
(3) 竹富町商工観光課「平成 26 年度　月別入域観光客数」による。1 月～ 11 月の統計。
(4) 2004 年に町長に就任した大森武氏は、前町長の指針を継いで、西表島を自然遺産に、竹
富島を文化遺産に、という構想を掲げていた。『八重山毎日新聞』2005 年 6 月 13 日記事
「自然環境課の設置提案か　6 月の竹富町定例議会きょう開催：西表島など世界遺産へ」
同 2006 年 3 月 11 日記事「重点施策に波照間海底送水など４点　大森町長施政方針」、同
2006 年 7 月 29 日記事「世界遺産登録推進協が発足　西表、竹富の登録目指す」等参照。
(5)『八重山毎日新聞』2013 年 12 月 27 日記事「西表島含む 4 島を候補地　外来種対策等取
り組み強化も：奄美・琉球」、同 2014 年 2 月 8 日社説「世界自然遺産登録を急げ」等参照。
(6) 梶裕史「文化的景観の特質と可能性」『フィールドから考える地域環境』（小島聡・西城
戸誠編）第Ⅰ部第５章　2012 年４月
(7) 文化庁『文化遺産オンライン』「世界遺産と無形文化遺産」の頁に掲載された「地方公
共団体からの提案書」収録の pdf ファイルによる。
　www.edu.pref.okinawa.jp/bunka/isan/index.html
(8) 竹富町歴史的景観形成地区保存条例（1986 年）にもとづく『竹富町竹富島伝統的建造物
群保存地区保存計画』２（１）、「保存の方向と保存の範囲」に、「ア　保存の方向」として「竹
富島の優れた景観特性を生かしながら、伝統的建造物群及びこれと一体をなす集落域か
ら海域に至る島全体の歴史的な風致を保存し」とあり、「イ　保存地区の範囲」として「伝
統的建造物群保存地区の範囲は、竹富島の中央部に位置する集落域（東集落・西集落・
仲筋集落の三集落）の全体を含む範囲とする。なお、伝統的建造物群保存地区の外側か
らピー（リーフ）に至る一帯は、集落域の歴史的形成を支えてきた重要かつ欠くことの
できない構造要件である。したがって、この一帯を歴史的景観保存地区に指定する。伝
統的建造物群保存地区と歴史的景観保存地区を併せた範囲を歴史的景観形成地区と位置
づける」とある（傍線筆者）。
(9)　作業指針の訳文は文化庁の『文化遺産オンライン』の「世界遺産と無形文化遺産」掲
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載資料による。
(10)「世界文化遺産特別委員会における調査・審議の結果について」平成 19 年１月 23 日 文
化審議会文化財分科会 世界文化遺産特別委員会
(11) 『八重山毎日新聞』2007 年 8 月 15 日記事「10 月にフォーラムを開催へ　竹富町世界遺
産推進協議会：登録に向け機運盛り上げ　文化遺産アピール性を重視、提案内容見直し」、
同 2007 年 11 月 23 日記事「イノーと生活のかかわり明示　芸能神事、文化的景観を強調
　世界文化遺産登録学術検討委」等参照。
(12)「我が国の世界遺産暫定一覧表への文化資産の追加記載に係る調査・審議の結果につい
て」平成 20 年 9 月 26 日 文化審議会文化財分科会 世界文化遺産特別委員会
(13) 『八重山毎日新聞』2007 年 1 月 10 日記事「竹富町の世界遺産登録　今年から作業が本
格化」
(14)『八重山毎日新聞』2006 年 12 月 20 日記事「前途多難な世界遺産登録　地元、与党が『合
意問題』指摘」
(15)『八重山毎日新聞』2007 年 4 月 4 日記事「世界遺産に関する説明会 9 日からスタート」、
同 8 月 15 日記事「10 月にフォーラムを開催へ　竹富町世界遺産登録推進協議会」等参照
(16) 上勢頭芳徳「世界遺産の実現に期待」（『星砂の島』第 8 号、2004 年 6 月、全国竹富島
文化協会）に、「これ（従来の景観保全施策）をさらにグレードアップできないかと、九
年前から世界遺産にということを言い始めてきた」とある。なお『星砂の島』同号掲載
の狩俣恵一「竹富島・世界遺産に向けて第一歩」も参照。竹富においては、行政主導の
世界遺産構想ではなく、2004 年のユネスコ関係者の視察受け入れの時にも、積極的なプ
レゼンテーションの意味をもつ応接をしていることがわかる。
(17)　2012 年 8 月・10 月・2013 年 3 月・2014 年 3 月に訪問。
(18)『竹富町景観計画』第 3 章「景観づくりの基準」の波照間島に関する景観形成基準の記
述（p54）として、「形態・意匠」の項に「②周辺の景観との調和に配慮し、光を反射す
る素材は用いないものとする。」とある。「光を反射する素材」は暗に、伝統的な民家で
赤瓦屋根から変更された金属板葺き屋根のことを指すと判断できる。『波照間島の民家と
歴史的景観集落　竹富町伝統的建造物群保存対策調査報告書』（竹富町教育委員会　2009
年 3 月）p180 に、次の一節がある。「……屋根を赤瓦葺きから金属板葺きに形式変更す
る。このような事例は現時点でおよそ 28 棟を数える。……多くの住民は、強烈な太陽の
輻射熱を遮るのは金属板葺きより赤瓦色葺きが優れていることを経験即からよく理解し
ている。とはいえ恒常的な雨漏りに悩まされ、仕方なく金属板葺きに変更されているが、
赤色瓦が遠地から運搬され、屋根を瓦葺きにするのは施主の経済的負担も少なくないこ
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とから、一時的に金属板葺に変更するのも仕方のないことである。金属板葺きの屋根は、
強烈な太陽光線を受け現色に輝き、周囲の赤色瓦屋根、石垣及び木々の緑の織りなす落
ち着いた町並み景観を大きく損なっている。（傍線筆者）」このように調査報告書は、ト
タン屋根の増加の理由に理解を示しながらも、周囲との調和を大きく損なうものと考え
ている。これが町の景観形成基準にも反映されているとみられるが、筆者が４度訪問し
た 2012 年～ 14 年のあいだでも、南集落などで、つぎの訪問では赤瓦からトタン屋根に
変わっていたという事例が数件あり、急速な変化が実感された。「光を反射する素材は用
いない」という基準が、島で了解されて守られるとは到底思えない。
（19）『沖縄県波照間島の調査報告書―持続可能な観光まちづくりの研究―』立命館大学政
策科学部 高村学人ゼミ 2009 年度 p6 に「波照間島はもともと農業の島であり、……農業
者にとって伝建指定はメリットがなく、さらに竹富島のように観光地化が進むことで農
業が衰退してしまうことに危機感を感じており、伝建指定に反対している。」とある。筆
者も訪問時のヒアリングで、客観的なアンケートをとったわけではないが、複数の島民
から度々同様のことを聴いている。
（20）竹富島の町並み保全についての論文は数多いが、細田亜津子氏は調査報告をまとめた
論文を「竹富島の選択― 八重山・『竹富方式』の史的変遷と再評価」と題している。法政
大学沖縄文化研究所『沖縄文化研究』27 号、2001 年 3 月
（21）狩俣恵一「竹富島の種子取祭」『芸能の原風景』改訂増補版、全国竹富島文化協会編、
2003・11 月　＜初版 1998・2 月＞
（22）秋山裕之「祭にみるアイデンティティの保持と継承―事例：竹富島の種子取祭―」『沖
縄民俗研究』第 17 号　1997 年３月　沖縄民俗学会
（23）森田真也「観光にとっての祭礼、地域にとっての祭礼―沖縄竹富島の種子取祭から」『現
代民俗学の地平３　記憶』岩本通弥編　第八章　2003 年 10 月
（24）家中茂「コミュニティと景観―竹富島の町並み保全」鳥越皓之・家中茂・藤村美穂編『景
観形成と地域コミュニティ』第２章　2009 年 2 月
（25）谷沢明「祭りをとおしてみる地域社会～事例研究：沖縄県竹富島の種子取祭～」愛知
淑徳大学『現代社会研究科研究報告』第 6 号　2011 年 3 月
（26）ダイドードリンコ『日本の祭』2013 年　番組制作：RBC 琉球放送、放送：12/22（日）
16:00 ～ 16:54「ダイドードリンコスペシャル うつぐみで捧げる竹富島の種子取祭」より
　　　http://www.dydo-matsuri.com/archive/2013/tanadoui/
(27)　近年では、2012 年に開業した星野リゾートの受け入れをめぐる議論や、水牛車 T 社
の移転問題などが代表的であり、（歴史的にもそうであったように）今も大小の悩み事を
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抱えているというのが島の実情である。
(28)『竹富町史 第２巻竹富島』、序章３「うつぐみについて」（狩俣恵一氏執筆）に「それ
ぞれの仲間が数名で茶飲み話や酒を汲み交わしながら話し合い、あるいは徹底的に討論
し、それが時宜を得て自然に島全体の意思として集約される伝統がある」と記されてい
る（2011 年 10 月、竹富町史編集委員会）。筆者も十数度の訪問を通じて、公的な会合の
みならず、仕事後の夜によく議論をする伝統が、若手にも受け継がれていることを実感
している。
(29) 家中茂「うつぐみ―共に暮らすことの公共性」『星砂の島』第 9 号　2005 年 11 月 全国
竹富島文化協会
(30)　狩俣恵一「竹富島の村落社会と種子取祭り」『国学院短期大学紀要』第十巻　1992 年
3 月、同「南島における祭祀歌謡の社会的機能―竹富島の巻き歌について」『国学院短期
大学紀要』第十二巻　1994 年 3 月、註（23）論文等。
(31) 森裕亮「沖縄における自治公民館と公民館事業の展開―「最大動員システム」による
人材育成の課題―」『変貌する沖縄離島社会：八重山における地域「自治」』杉本久美子・
藤井和佐編　2012 年 6 月
(32) 小林文人「竹富島の集落組織と字公民館―2007 年調査レポート―」『沖縄の字公民館に
おける地域福祉・社会教育の推進と青年の自立支援に関する研究』平成 18・19 年度日本
学術振興会科学研究費補助金研究成果報告書（研究代表者　松田武雄）
(33)  2011 年に飛騨古川で開催された「第 34 回全国町並みゼミ」における藻谷浩介氏の講
演で聴いた言葉だという。なお論文に使用された例として、佐藤純一氏「対米欧姿勢の
アンバランスを反省する―文化の史伝子的観点から」(『日本文化』11 号、2003 年 拓殖
大学日本文化研究所 ) 参照。
(34)　上勢頭芳徳「竹富島の五つの地域力」（『八重山毎日新聞』2003 年 1 月 1 日）に「人
314 人中、竹富島の DNA を持っていない人が 104 人いる」とある。1998 年 6 月『情報や
いま』所収の同氏「竹富島 21 世紀物語」には「島のＤＮＡは持っていないが、Ｉターン
して来る人も増えました。人口 276 人中 73 人はそんな人達です。」とあるので、移住者
の占める割合の増加が顕著な時期があったことがわかる。
(35) 上勢頭芳徳「竹富島の行き方・竹富人の生き方」『情報やいま』2007 年 4 月
(36) 『朝日新聞デジタル』2014 年 8 月 12 日　「島めぐり」 八重山＜６＞「移住２０年 家族と
別れても選んだ青い海」
(37) Area Magazine 007「沖縄県・竹富島　うつぐみの心はサビない。」 (2013 年 5 月 24 日取
材：松井亜芸子 ) p95『ＣＯＬＯＣＡＬ　マガジンハウス　Local Network Magazine 』  
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   http://colocal.jp/area-magazine/no07-taketomijima/
(38) 新田初子「心は形に表れる」『うつぐみの竹富島』（大塚勝久写真集）2005 年 10 月
(39) 上勢頭同子「竹富島の伝統芸能継承の取り組み」『沖縄の御嶽とアジアの聖なる空間』
平成 15 年度沖縄国際フォーラム報告書　国際交流基金
(40)　座談会「豊年祭に参加しよう」『星砂の島』第 14 号　2012 年 10 月　全国竹富島文化
協会
(41) 註 22 論文
(42)『八重山毎日新聞』2013 年 11 月 17 日 記事「島は種子取祭一色」
(43) 註 21 所収の台本による。
(44)『あゆみ　No57』竹富小中学校 PTA 会報　平成 25 年度
(45)『竹富町史 第２巻竹富島』ｐ 36、「竹富町の人口動態表」による。2011 年　竹富町史
編集委員会
(46) 2007 年夏、当時 NPO たきどぅん勤務の飯田泰彦氏（現・竹富町教育委員会）の教示。『八
重山毎日新聞』2008 年 8 月 18 日社説「『方言検定』実施を：スマムニ　どう習得させる
かが最重要課題」にも「八重山でも依然方言が盛んな竹富島や白保、川平などで方言大会、
真栄里で方言講座が行われている」とある。
(47) テードゥンムニ大会と 3 年連続で同日同時間帯の開催であったため、見学が遅れた。
(48) 『八重山毎日新聞』2008 年 8 月 24 日記事「川平児童生徒らが熱弁　スゥマムニィ大会」
(49) 『沖縄タイムス』2013 年 9 月 7 日記事「テードゥンムニで思い出披露」
(50) 石垣島ではこのほか、実地に未調査ではあるが白保の隣の宮良の取り組みが注目され
る。2008 年頃から、婦人会が外部出身の嫁に方言を伝える取り組みに力を入れており、
2013 年 1 月に『メーラムニ < 宮良方言 > 用語便覧』（石垣實佳著）という約 280 頁の書
籍が出版されているのは、婦人に限らず集落全体で方言継承を重視していることの一つ
の実りであろう。『八重山毎日新聞』2008 年 5 月 12 日記事「『メーラムニ』話せる嫁に：
宮良婦人学級開級に 100 人余」、2014 年 3 月 1 日記事「朝の時間に方言教室　宮良小学校」
等参照。筆者がよく訪れる白保で、近年 U ターンしてきた青年から、宮良では（青年が）
年配者と話すときは方言で会話をする、と聞いたこともある。
(51) 『第 37 回テードゥンムニ大会』（竹富小中学校 PTA 編の原稿集）
(52) 2002 年度は最高賞に輝いており、その論文テーマ『島の暮らしから科学的な思考力を
育む』（竹富小中学校）に盛られた「うつぐみ集会」、「島全体が私たちの教室、島の人み
んなが先生」という体験学習の理念は、現在のプログラムにも受け継がれている。
(53) 註 51 の資料から筆者が作成
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(54) 筆者未見。『竹富町史第 3 巻　小浜島』（2011 年 12 月）第 11 章第 3 節によれば、今ま
でに演じられた演目は豊富な種類があったことがわかる。今もシュンギンを初めとして
神へ奉納する「地狂言」と娯楽的な「笑し狂言」が区別されるなど、種子取祭と類似す
る点が注目されるが、近年奉納されるのは北・南あわせて４点前後のようであり、種子
取祭における演目数には及ばない。
(55)『竹富町波照間島の歴史的景観の保存・活用調査　報告書』p38　2006 年 3 月 財団法人
日本ナショナルトラスト
(56) 『八重山毎日新聞』2013 年 12 月 26 日記事「島の独特の芸能を披露　地区代表の川平・
波照間中：県中文祭」
(57)　山本素世「伝統行事、祭祀の継承と地域の持続性―波照間島の学校の取り組みを事例
として―」『変貌する沖縄離島社会：八重山にみる地域「自治」』杉本久美子・藤井和佐
編 2012 年 6 月
(58) 『波照間島のムシャーマ―南国の豊年祈願と祖先供養の祭典―』1982 年　波照間民俗芸
能保存会
(59)「平成 24 年ムシャーマ」波照間公民館　平成 24 年 8 月 31 日
(60) 上野和男「波照間島の祖先祭祀と農耕儀礼―ムシャーマ行事を中心とする盆行事の考
察」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 66 集、1996 年 3 月
(61) 狩俣恵一「種子取祭と天気」（『星砂の島』第 12 号　2010 年 5 月）に、2009 年の祭
で、奉納芸能の日にぴたりと大雨が止んだことを記し、「二◯◯九の今年も含めて、過去
九十三年の間に一度だけ中止になっただけで」「しかも、昭和十九年の中止は天気ではな
く、戦争のせい」と回顧している。筆者も似たような天候の不思議を三度とも実体験し
た。奉納芸能の日、八重山の他島は雨なのに、竹富だけは降らず晴れ間さえ見える天気で、
終了後の翌日午前に強い雨が降る、といったぐあいである。
(62)「竹富観光開発設立趣意書」1971 年。註 20、細田亜津子氏の論文による。
(63) 池ノ上真一『地域社会による文化資産マネジメントとツーリズム―沖縄県・竹富島の
事例研究』2012 年３月　CATS 叢書６
(64) 註 21 所収の台本による。
(65) 得能壽美『近世八重山の民衆生活史』2007 年
(66) 上勢頭亨『竹富島誌』民話・民俗編ｐ 2「幼児の工夫した新型造船の話」　1976 年
(67)『竹富町史 第２巻竹富島』第 2 章「歴史と伝承」第３節・第６節（執筆：得能壽美）
2011 年　竹富町史編集委員会
(68) 註 67 同書第 2 章第 10 節「廃藩置県後の島の変遷」（執筆；阿佐伊孫良）参照。
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(69) 上勢頭芳徳「竹富島のシマづくり」『しまたてぃ』第 13 号　2000 年 7 月　沖縄しまた
て協会
(70) 註 23 論文
(71) 森田真也「観光と『伝統文化』の意識化―沖縄県竹富島の事例から―」『日本民俗学』
第二◯九号、1997 年
(72) ユネスコ「特殊な資産に係る世界遺産一覧表への登録に関する指針」（訳は、文化庁の
世界遺産特別委員会第１回 <2006・9・26> の配布資料に基づく）
(73) 奈良文化財研究所研究報告第 5 刷『文化的研究集会（第 2 回）報告書：生きたものとし
ての文化的景観―変化のシステムをどう読むか―』2010 年、同第７刷『文化的研究集会
（第３回）報告書：文化的景観の持続可能性―生きた関係を継承するための整備と活用―』
2011 年　等参照。
(74) 篠原修「時代を画す文化的景観の概念とその展開」『ランドスケープ研究』vol.73-2009
年 日本造園学界
(75) 阿佐伊孫良「故郷の誇り」 大山正夫『続・昭和の竹富』1991 年
(76) 福田珠己「赤瓦は何を語るか―沖縄県八重山諸島竹富島における町並み保存運動」『理
地理学評論 Ser.A』69 巻 9 号　1996 年 9 月
(77) 『竹富町史 第２巻竹富島』第 2 章「歴史と伝承」第 14 節～ 15 節等参照。2011 年　竹
富町史編集委員会
(78) 池ノ上真一氏は註 63 研究書において、ツーリズムを「地域のホストと他地域から訪れ
るゲストの２主体が旅やツアーといった地域間の移動行為を成り立たせることに関わる
事象全てを対象とする概念」と定義している。
(79) 平成 22 年国勢調査等に基づく「人口統計ラボ」によると、波照間島の就業者人口 271
人のうち、「農林漁業従事者」は 98 人、サトウキビ工場と思われる「生産工程従事者」
15 人である。一方竹富島は、就業者 157 人中、農林漁業は 8 名（えび養殖と牧場）で、「サー
ビス業」75・「販売」12・「輸送・機械運転」18 と、観光業が中心となっていることが確
認できる。　 http://toukei-labo.com/2010/syokugyo.php
(80) 安渓遊地・盛口満編『田んぼの恵み：八重山のくらし』第 3 章「波照間島・天水田と畑」
　2010 年　聞き書き・島の生活誌③
(81) 註 21、ｐ 223 ～ 226 参照
(82) 野村純一「ユングトクと早物語―『神の座のスル』に寄せて―」『星砂の島』第 6 号
　2002 年 3 月
(83) 衣服に人間の霊魂がこもるという心性による習俗・儀礼は、国文学・民俗学者の折口
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信夫が古典の中から具体例を多く指摘しているが、一篇にまとまった論考はなく諸論文
に散在している。たとえば「ほうとする話」『折口信夫全集』第２巻、1995 年）では衣配
りの習について「鎮魂式に先だつ祓への後に、旧霊魂の穢れをうつした衣を、祓への人々
に与へられた。此風から出て、此衣についたものを穢れと見ないで、分裂した魂と考へ
る様になつた。だから、平安朝には、歳暮に衣
キヌ
配
クバ
りの風が行はれた。春衣を与へると言
ふのは、後の理会で、魂を頒ち与へるつもりだつたのである。即みたまのふゆの信仰で
ある。」と述べる。他に「はちまきの話」（全集第３巻）における領巾や頭巾、「水の女」（全
集第 2 巻）における機織りや紐などについての言及参照。
(84) 阿佐伊孫良「最近の竹富島の変貌を見る」『星砂の島』第 13 号　2011 年 11 月　全国竹
富島文化協会
(85) 西山徳明「竹富島の集落はなぜ美しいか：その２」『星砂の島』第 8 号　2004 年 6 月　
全国竹富島文化協会
(86) 註 35 論説
(87) 上勢頭亨『竹富島誌』民話・民俗編　ｐ 145　1976 年
(88) 『竹富町史 第２巻竹富島』第５章「信仰と祭事行事歴史と伝承」第５節（執筆：狩俣恵
一）p504 ～ 511 参照。  2011 年 竹富町史編集委員会
(89) 『竹富町景観計画』「参考資料」ｐ 72．2013 年 3 月　竹富町
(90) たとえば『日本民俗大辞典』（吉川弘文館　1999 年）や『日本大百科全書　ニッポニカ』
（小学館 1984：1994 年）の「神話」の項など参照　
(91) 文化庁ホームページの「重要文化的景観について」による
    www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/keikan/index.html　
(92) 註 72 文書
(93) 文化庁文化財部記念物課『農林水産業に関連する文化的景観の保護に関する調査研究
（報告）』2003 年。：2005 年『日本の文化的景観』に収録　
123　　　　
Hosei University Repository
